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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおいて、
　前記基地局装置は、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知し、
　前記移動局装置は、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特定の上りリンクコンポ
ーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前
記基地局装置へ送信することを特徴とする移動通信システム。
【請求項２】
　前記移動局装置は、前記チャネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネン
トキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信
することを特徴とする請求項１に記載の移動通信システム。
【請求項３】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおける基地局装置であって、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
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スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知する
手段と、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報をチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットした場合には、前記ある特定の上りリンクコンポーネン
トキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前記移動
局装置から受信する手段と、を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　前記チャネル状態情報を前記移動局装置から受信する前記手段は、前記ある特定の上り
リンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前
記チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴とする請求項３に記載の基
地局装置。
【請求項５】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおける移動局装置であって、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出する手段と、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特定の上りリンクコンポ
ーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前
記基地局装置へ送信する手段と、を備えることを特徴とする移動局装置。
【請求項６】
　前記チャネル状態情報を前記基地局装置へ送信する前記手段は、前記チャネル状態情報
を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用
チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特徴とする請求項５に記載の移動
局装置。
【請求項７】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおける基地局装置の通信方法であって、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知し、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報をチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットした場合には、前記ある特定の上りリンクコンポーネン
トキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前記移動
局装置から受信することを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チ
ャネルを使用して、前記チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴とす
る請求項７に記載の通信方法。
【請求項９】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおける移動局装置の通信方法であって、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出し、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特定の上りリンクコンポ
ーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前
記基地局装置へ送信することを特徴とする通信方法。
【請求項１０】
　前記チャネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特徴とす
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る請求項９に記載の通信方法。
【請求項１１】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおける基地局装置であって、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知する
基地局側送信部と、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報をチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットした場合には、前記ある特定の上りリンクコンポーネン
トキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前記移動
局装置から受信する基地局側受信部と、を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項１２】
　前記チャネル状態情報を前記移動局装置から受信する前記基地局側受信部は、前記ある
特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使
用して、前記チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴とする請求項１
１に記載の基地局装置。
【請求項１３】
　基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信する移動通信システムにおける移動局装置であって、
　ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルの
スケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出する移動局側受信部と
、
　前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情
報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特定の上りリンクコンポ
ーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前
記基地局装置へ送信する移動局側送信部と、を備えることを特徴とする移動局装置。
【請求項１４】
　前記チャネル状態情報を前記基地局装置へ送信する前記移動局側送信部は、前記チャネ
ル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上り
リンク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特徴とする請求項１３
に記載の移動局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システム、基地局装置、移動局装置および通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワークの進化（以下、「LongTe
rm Evolution(LTE)」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access(EUTRA)
」と呼称する。）、および、より広帯域な周波数を利用して、さらに高速なデータの通信
を実現する無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Evolution-Ad
vanced(LTE-A、A-LTE)」、または、「Advanced Evolved Universal Terrestrial Radio A
ccess(A-EUTRA)」と称する）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generati
on Partnership Project:3GPP）において検討されている。
【０００３】
　ＬＴＥでは、下りリンク（基地局装置から移動局装置への無線通信）として、マルチキ
ャリア送信である直交周波数分割多重（Orthogonal Frequency Division Multiplexing:O
FDM）方式が用いられる。また、上りリンク（移動局装置から基地局装置への無線通信）
として、シングルキャリア送信であるＳＣ-ＦＤＭＡ（Single-Carrier Frequency-Divisi
on Multiple Access）方式のシングルキャリア通信方式が用いられる。
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【０００４】
　図１８は、ＬＴＥにおける下りリンクの無線フレーム構成を示している。下りリンクで
は、物理下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel:PDCCH）、物理
下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared Channel:PDSCH）などが割り当てら
れる。また、ＰＤＳＣＨの一部には、下りリンク参照信号が割り当てられる。また、下り
リンクの無線フレームは、下りリンクのリソースブロック（RB:Resource Block）ペアか
ら構成されている。
【０００５】
　この下りリンクのＲＢペアは、下りリンクの無線リソースを割り当てる際などに使用さ
れるＲＢの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（RB帯域幅）および時間帯（２個の
スロット＝１個のサブフレーム）から構成される。１個の下りリンクのＲＢペアは、時間
領域で連続する２個の下りリンクのＲＢ（RB帯域幅×スロット）から構成される。
【０００６】
　例えば、１個の下りリンクのＲＢは、周波数領域において１２個のサブキャリアから構
成され、時間領域において７個のＯＦＤＭシンボルから構成される。ここで、ＰＤＣＣＨ
は、移動局識別子、ＰＤＳＣＨのスケジューリング情報、物理上りリンク共用チャネル（
Physical Uplink Shared Channel:PUSCH）のスケジューリング情報、変調符号化方式情報
（Modulation and Coding Scheme:MCS、変調方式および符号化率）、再送用パラメータ情
報などが含まれ（によって構成され）、下りリンク制御情報（Downlink Control Informa
tion:DCI）が送信される物理チャネルである。
【０００７】
　ここで、移動局識別子とは、例えば、Ｃ-ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Id
entifier、セル無線ネットワーク一時識別子とも呼称される）であり、基地局装置が管理
するセル内でのみ有効な識別子のことである。Ｃ-ＲＮＴＩは、基地局装置によって移動
局装置へ割り当てられる。また、ＰＤＳＣＨのスケジューリング情報とは、ＰＤＳＣＨに
対するＲＢ割り当て情報が含まれても良い。また、ＰＵＳＣＨのスケジューリング情報と
は、ＰＵＳＣＨに対するＲＢ割り当て情報が含まれても良い。
【０００８】
　図１９は、ＬＴＥにおける上りリンクの無線フレーム構成を示している。上りリンクで
は、物理上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control Channel:PUCCH）、物理上
りリンク共用チャネル（Physical Uplink Shared Channel:PUSCH）などが割り当てられる
。また、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの一部には、上りリンク参照信号が割り当てられる。ま
た、上りリンクの無線フレームは、上りリンクのＲＢペアから構成されている。
【０００９】
　この上りリンクのＲＢペアは、上りリンクの無線リソースを割り当てる際などに使用さ
れるＲＢの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（RB帯域幅）および時間帯（２個の
スロット＝１個のサブフレーム）から構成される。例えば、１個の上りリンクのＲＢペア
は、時間領域で連続する２個の上りリンクのＲＢ（RB帯域幅×スロット）から構成される
。また、例えば、１個の上りリンクのＲＢは、周波数領域において１２個のサブキャリア
から構成され、時間領域において７個のＳＣ-ＦＤＭＡシンボルから構成される。
【００１０】
　図２０は、ＬＴＥにおけるチャネル状態情報（Channel Statement information:CSI）
の報告（フィードバック）を表す概略図である。ここで、チャネル状態情報とは、チャネ
ル品質識別子（チャネル品質インディケータ、Channel Quality indicator:CQI）を含ん
でいる。
【００１１】
　基地局装置２００１は、移動局装置２００２が、チャネル状態情報を含む上りリンク送
信信号２００４を、いずれのＲＢで送信するかを指示する上りリンクのスケジューリング
情報（RB assignment情報、RB割り当て情報）を含むＤＣＩ２００３を移動局装置２００
２へ通知する。移動局装置２００２は、基地局装置２００１から通知されたＤＣＩに基づ
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いて、チャネル状態情報を含む上りリンク送信信号２００４を基地局装置２００１へ送信
する。
【００１２】
　図２１は、ＬＴＥにおける下りリンク制御情報フォーマット（Downlink Control Infor
mation Format:DCI format）の構成の例を示している。非特許文献１に記載されているよ
うに、上りリンクのスケジューリング情報などの上りリンク関連情報を含むＤＣＩ Ｆｏ
ｒｍａｔ０は複数のビットフィールド（情報フィールド）を有する（によって構成されて
いる）。
【００１３】
　例えば、図２１に示すように、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０の先頭のビットフィールドは、
Ｆｏｒｍａｔ０を、別の下りリンク制御情報フォーマットであるＦｏｒｍａｔ１Ａと識別
するためのフラグ（Flag for Format0/Format1A）によって構成されている。移動局装置
は、先ず、Ｆｏｒｍａｔ０とＦｏｒｍａｔ１Ａとを識別するためのフラグを確認すること
によって、以降のビットフィールドの構成を認識（識別）する。
【００１４】
　また、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０は、ホッピングフラグ（Hopping flag）、ＲＢ割り当て
情報（Resource Block assignment）などの上りリンクのスケジューリングを示すビット
フィールド、変調方式や符号化率、再送用のパラメータなどを示すＭＣＳ（Modulation a
nd Coding Scheme） ａｎｄ ＲＶ（Redundancy Version）のビットフィールド、初期送信
か再送信かを示すＮｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのビットフィールド、チャネル状
態情報（チャネル品質識別子）の報告要否を示すＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔのビットフィー
ルド（チャネル状態情報（チャネル品質識別子）の送信指示を示すビットフィールド）な
どを含む（によって構成されている）。
【００１５】
　例えば、移動局装置は、基地局装置から送信されるＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０のＣＱＩ ｒ
ｅｑｕｅｓｔフィールドが、チャネル状態情報の報告を行なう状態を示している場合（例
えば、CQI requestフィールドが“１”にセットされている場合）、上りリンク送信信号
にチャネル状態情報を含めて基地局装置へ送信する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１６】
【非特許文献１】“3GPP TS36.212 v8.7.0 (2009-09)”、2009年9月．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、従来の技術では、基地局装置と移動局装置との間で、チャネル状態情報
の測定（生成）対象である帯域が１つであるシステムを前提としているため、チャネル状
態情報の測定対象である帯域が２つ以上に設定可能なシステムにおいて、チャネル状態の
測定対象あるいは送信リソースを指定することができず、周波数利用効率が低下してしま
うという問題があった。
【００１８】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、チャネル状態情報の測定
対象である帯域が２つ以上に設定可能なシステムにおいて、チャネル状態の測定対象ある
いは送信リソースを柔軟に設定することができる移動通信システム、基地局装置、移動局
装置および通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動通信システムは、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキ
ャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおいて、前記



(6) JP 4987174 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

基地局装置は、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共
用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装
置へ通知し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリ
ンク制御情報がチャネル状態情報の送信を要求するようにセットされている場合には、前
記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキ
ャリアのチャネル状態情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００２０】
　（２）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、前記チャネル状
態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリン
ク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００２１】
　（３）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置によって設定された複数のコン
ポーネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムに
おいて、前記基地局装置は、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下
りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知し、前記移動局装置は、前記下り
リンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を
要求するようにセットされている場合には、前記下りリンク制御情報フォーマットを検出
した下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリンク共用
チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００２２】
　（４）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置によって設定された複数のコン
ポーネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムに
おいて、前記基地局装置は、下りリンク制御情報がマッピングされた物理下りリンク制御
チャネルを前記移動局装置へ通知し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報がチャ
ネル状態情報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記物理下りリンク制
御チャネルを検出したサーチスペースに応じて決定される下りリンクコンポーネントキャ
リアのチャネル状態情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００２３】
　（５）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、前記下りリンク
制御情報が含まれる下りリンク制御情報フォーマットによってスケジュールされた物理上
リンク共用チャネルを使用して、前記チャネル状態情報を前記基地局装置へ送信すること
を特徴としている。
【００２４】
　（６）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置によって設定された複数のコン
ポーネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムに
おいて、前記基地局装置は、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理
上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを
前記移動局装置へ通知し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報フォーマットに含
まれる情報によって指示されるチャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態
情報に対する下りリンクコンポーネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネン
トキャリアのチャネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアに
おける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特
徴としている。
【００２５】
　（７）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記チャネル状態情報は、チャネル
品質インディケータを含むことを特徴としている。
【００２６】
　（８）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
基地局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリ
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ンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記移
動局装置へ通知する手段と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク
制御情報をチャネル状態情報の送信を要求するようにセットした場合には、前記ある特定
の上りリンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチ
ャネル状態情報を前記移動局装置から受信する手段と、を備えることを特徴としている。
【００２７】
　（９）また、本発明の基地局装置において、前記チャネル状態情報を前記移動局装置か
ら受信する前記手段は、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記
物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記チャネル状態情報を前記移動局装置から受
信することを特徴としている。
【００２８】
　（１０）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリ
ンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知する手段と、前記下りリンク制御情報
フォーマットに含まれる下りリンク制御情報をチャネル状態情報の送信を要求するように
セットした場合には、前記移動局装置が前記下りリンク制御情報フォーマットを検出した
下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリンク共用チャ
ネルを使用して、前記移動局装置から受信する手段と、を備えることを特徴としている。
【００２９】
　（１１）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、下りリンク制御情報をマッピングした物理下りリンク制御チャネ
ルを前記移動局装置へ通知する手段と、前記下りリンク制御情報をチャネル状態情報の送
信を要求するようにセットした場合には、前記移動局装置が前記物理下りリンク制御チャ
ネルを検出したサーチスペースに応じて決定される下りリンクコンポーネントキャリアの
チャネル状態情報を前記移動局装置から受信する手段と、を備えることを特徴としている
。
【００３０】
　（１２）また、本発明の基地局装置において、前記チャネル状態情報を前記移動局装置
から受信する前記手段は、前記下りリンク制御情報が含まれる下りリンク制御情報フォー
マットによってスケジュールした物理上リンク共用チャネルを使用して、前記チャネル状
態情報を前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００３１】
　（１３）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記
移動局装置へ通知する手段と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる情報によ
って指示するチャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態情報に対する下り
リンクコンポーネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネントキャリアのチャ
ネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上
りリンク共用チャネルを使用して、前記移動局装置から受信する手段と、を備えることを
特徴としている。
【００３２】
　（１４）また、本発明の基地局装置において、前記チャネル状態情報は、チャネル品質
インディケータを含むことを特徴としている。
【００３３】
　（１５）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
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る移動局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出
する手段と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャ
ネル状態情報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特定の上りリ
ンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状
態情報を前記基地局装置へ送信する手段と、を備えることを特徴としている。
【００３４】
　（１６）また、本発明の移動局装置において、前記チャネル状態情報を前記基地局装置
へ送信する前記手段は、前記チャネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネ
ントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送
信することを特徴としている。
【００３５】
　（１７）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリ
ンク制御情報フォーマットを検出する手段と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含
まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を要求するようにセットされている
場合には、前記下りリンク制御情報フォーマットを検出した下りリンクコンポーネントキ
ャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地局
装置へ送信する手段と、を備えることを特徴としている。
【００３６】
　（１８）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、下りリンク制御情報がマッピングされた物理下りリンク制御チャ
ネルを検出する手段と、前記下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を要求するよ
うにセットされている場合には、前記物理下りリンク制御チャネルを検出したサーチスペ
ースに応じて決定される下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前記基
地局装置へ送信する手段と、を備えることを特徴としている。
【００３７】
　（１９）また、本発明の移動局装置において、前記チャネル状態情報を前記基地局装置
へ送信する前記手段は、前記下りリンク制御情報が含まれる下りリンク制御情報フォーマ
ットによってスケジュールされた物理上リンク共用チャネルを使用して、前記チャネル状
態情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００３８】
　（２０）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出
する手段と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる情報によって指示されるチ
ャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態情報に対する下りリンクコンポー
ネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を
、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チ
ャネルを使用して、前記基地局装置へ送信する手段と、を備えることを特徴としている。
【００３９】
　（２１）また、本発明の移動局装置において、前記チャネル状態情報は、チャネル品質
インディケータを含むことを特徴としている。
【００４０】
　（２２）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
基地局装置の通信方法であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける
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物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマッ
トを前記移動局装置へ通知し、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリン
ク制御情報をチャネル状態情報の送信を要求するようにセットした場合には、前記ある特
定の上りリンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアの
チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００４１】
　（２３）また、本発明の通信方法において、前記ある特定の上りリンクコンポーネント
キャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記チャネル状態情報を
前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００４２】
　（２４）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
基地局装置の通信方法であって、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用され
る下りリンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知し、前記下りリンク制御情報
フォーマットに含まれる下りリンク制御情報をチャネル状態情報の送信を要求するように
セットした場合には、前記移動局装置が前記下りリンク制御情報フォーマットを検出した
下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリンク共用チャ
ネルを使用して、前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００４３】
　（２５）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
基地局装置の通信方法であって、下りリンク制御情報をマッピングした物理下りリンク制
御チャネルを前記移動局装置へ通知し、前記下りリンク制御情報をチャネル状態情報の送
信を要求するようにセットした場合には、前記移動局装置が前記物理下りリンク制御チャ
ネルを検出したサーチスペースに応じて決定される下りリンクコンポーネントキャリアの
チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００４４】
　（２６）また、本発明の通信方法において、前記下りリンク制御情報が含まれる下りリ
ンク制御情報フォーマットによってスケジュールした物理上リンク共用チャネルを使用し
て、前記チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００４５】
　（２７）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
基地局装置の通信方法であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける
物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマッ
トを前記移動局装置へ通知し、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる情報によ
って指示するチャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態情報に対する下り
リンクコンポーネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネントキャリアのチャ
ネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上
りリンク共用チャネルを使用して、前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００４６】
　（２８）また、本発明の通信方法において、前記チャネル状態情報は、チャネル品質イ
ンディケータを含むことを特徴としている。
【００４７】
　（２９）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
移動局装置の通信方法であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける
物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマッ
トを検出し、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報がチャ
ネル状態情報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特定の上りリ
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ンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状
態情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００４８】
　（３０）また、本発明の通信方法において、前記チャネル状態情報を、前記ある特定の
上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して
、前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００４９】
　（３１）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
移動局装置の通信方法であって、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用され
る下りリンク制御情報フォーマットを検出し、前記下りリンク制御情報フォーマットに含
まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を要求するようにセットされている
場合には、前記下りリンク制御情報フォーマットを検出した下りリンクコンポーネントキ
ャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地局
装置へ送信することを特徴としている。
【００５０】
　（３２）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
移動局装置の通信方法であって、下りリンク制御情報がマッピングされた物理下りリンク
制御チャネルを検出し、前記下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を要求するよ
うにセットされている場合には、前記物理下りリンク制御チャネルを検出したサーチスペ
ースに応じて決定される下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を前記基
地局装置へ送信することを特徴としている。
【００５１】
　（３３）また、本発明の通信方法において、前記下りリンク制御情報が含まれる下りリ
ンク制御情報フォーマットによってスケジュールされた物理上リンク共用チャネルを使用
して、前記チャネル状態情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００５２】
　（３４）また、本発明の通信方法は、基地局装置によって設定された複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおける
移動局装置の通信方法であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける
物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマッ
トを検出し、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる情報によって指示されるチ
ャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態情報に対する下りリンクコンポー
ネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を
、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チ
ャネルを使用して、前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００５３】
　（３５）また、本発明の通信方法において、前記チャネル状態情報は、チャネル品質イ
ンディケータを含むことを特徴としている。
【００５４】
　（３６）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記
移動局装置へ通知する基地局側送信部と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれ
る下りリンク制御情報をチャネル状態情報の送信を要求するようにセットした場合には、
前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネント
キャリアのチャネル状態情報を前記移動局装置から受信する基地局側受信部と、を備える
ことを特徴としている。
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【００５５】
　（３７）また、本発明の基地局装置において、前記チャネル状態情報を前記移動局装置
から受信する前記基地局側受信部は、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリア
における前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記チャネル状態情報を前記移動
局装置から受信することを特徴としている。
【００５６】
　（３８）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリ
ンク制御情報フォーマットを前記移動局装置へ通知する基地局側送信部と、前記下りリン
ク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御情報をチャネル状態情報の送信を要求
するようにセットした場合には、前記移動局装置が前記下りリンク制御情報フォーマット
を検出した下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリン
ク共用チャネルを使用して、前記移動局装置から受信する基地局側受信部と、を備えるこ
とを特徴としている。
【００５７】
　（３９）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、下りリンク制御情報をマッピングした物理下りリンク制御チャネ
ルを前記移動局装置へ通知する基地局側送信部と、前記下りリンク制御情報をチャネル状
態情報の送信を要求するようにセットした場合には、前記移動局装置が前記物理下りリン
ク制御チャネルを検出したサーチスペースに応じて決定される下りリンクコンポーネント
キャリアのチャネル状態情報を前記移動局装置から受信する基地局側受信部と、を備える
ことを特徴としている。
【００５８】
　（４０）また、本発明の基地局装置において、前記チャネル状態情報を前記移動局装置
から受信する前記基地局側受信部は、前記下りリンク制御情報が含まれる下りリンク制御
情報フォーマットによってスケジュールした物理上リンク共用チャネルを使用して、前記
チャネル状態情報を前記移動局装置から受信することを特徴としている。
【００５９】
　（４１）また、本発明の基地局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る基地局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを前記
移動局装置へ通知する基地局側送信部と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれ
る情報によって指示するチャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態情報に
対する下りリンクコンポーネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネントキャ
リアのチャネル状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける
前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記移動局装置から受信する基地局側受信
部と、を備えることを特徴としている。
【００６０】
　（４２）また、本発明の基地局装置において、前記チャネル状態情報は、チャネル品質
インディケータを含むことを特徴としている。
【００６１】
　（４３）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出
する移動局側受信部と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる下りリンク制御
情報がチャネル状態情報の送信を要求するようにセットされている場合には、前記ある特
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定の上りリンクコンポーネントキャリアに対応する下りリンクコンポーネントキャリアの
チャネル状態情報を前記基地局装置へ送信する移動局側送信部と、を備えることを特徴と
している。
【００６２】
　（４４）また、本発明の移動局装置において、前記チャネル状態情報を前記基地局装置
へ送信する前記移動局側送信部は、前記チャネル状態情報を、前記ある特定の上りリンク
コンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、前記基地
局装置へ送信することを特徴としている。
【００６３】
　（４５）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、物理上りリンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリ
ンク制御情報フォーマットを検出する移動局側受信部と、前記下りリンク制御情報フォー
マットに含まれる下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を要求するようにセット
されている場合には、前記下りリンク制御情報フォーマットを検出した下りリンクコンポ
ーネントキャリアのチャネル状態情報を、前記物理上りリンク共用チャネルを使用して、
前記基地局装置へ送信する移動局側送信部と、を備えることを特徴としている。
【００６４】
　（４６）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、下りリンク制御情報がマッピングされた物理下りリンク制御チャ
ネルを検出する移動局側受信部と、前記下りリンク制御情報がチャネル状態情報の送信を
要求するようにセットされている場合には、前記物理下りリンク制御チャネルを検出した
サーチスペースに応じて決定される下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル状態情
報を前記基地局装置へ送信する移動局側送信部と、を備えることを特徴としている。
【００６５】
　（４７）また、本発明の移動局装置において、前記チャネル状態情報を前記基地局装置
へ送信する前記移動局側送信部は、前記下りリンク制御情報が含まれる下りリンク制御情
報フォーマットによってスケジュールされた物理上リンク共用チャネルを使用して、前記
チャネル状態情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
【００６６】
　（４８）また、本発明の移動局装置は、基地局装置によって設定された複数のコンポー
ネントキャリアを使用して、基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムにおけ
る移動局装置であって、ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上り
リンク共用チャネルのスケジュールに使用される下りリンク制御情報フォーマットを検出
する移動局側受信部と、前記下りリンク制御情報フォーマットに含まれる情報によって指
示されるチャネル状態情報の送信に対する要求およびチャネル状態情報に対する下りリン
クコンポーネントキャリアに従って、前記下りリンクコンポーネントキャリアのチャネル
状態情報を、前記ある特定の上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリ
ンク共用チャネルを使用して、前記基地局装置へ送信する移動局側送信部と、を備えるこ
とを特徴としている。
【００６７】
　（４９）また、本発明の移動局装置において、前記チャネル状態情報は、チャネル品質
インディケータを含むことを特徴としている。
【発明の効果】
【００６８】
　本発明によれば、チャネル状態の測定対象あるいは送信リソースを柔軟に指定すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
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【図１】本発明の実施形態に係る無線通信システムの概略を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の例を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の例を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係る下りリンク制御情報フォーマットの構成の例を示す図で
ある。
【図５】本発明の実施形態に係る下りリンク制御情報フォーマットの構成の例を示す別の
図である。
【図６】本発明の実施形態に係る下りリンクコンポーネントキャリアの指定の例を示す図
である。
【図７】本発明の実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の例を示す図である。
【図８】本発明の実施形態に係る物理下りリンク制御チャネルの構成の例を示す図である
。
【図９】本発明の実施形態に係る下りリンクコンポーネントキャリアの指定の例を示す別
の図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る物理下りリンク制御チャネルの構成の例を示す別の図
である。
【図１１】本発明の実施形態に係る下りリンクコンポーネントキャリアと上りリンクコン
ポーネントキャリアのペアの例を示す図である。
【図１２】本発明の実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の例を示す別の図である
。
【図１３】本発明の実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の例を示す別の図である
。
【図１４】本発明の実施形態に係る下りリンク制御情報フォーマットの構成の例を示す別
の図である。
【図１５】本発明の実施形態に係るサーチスペースと下りリンク制御情報フォーマットの
関連を示す図である。
【図１６】本発明の実施形態に係る基地局装置１０１のブロック構成の一例を示す図であ
る。
【図１７】本発明の実施形態に係る移動局装置１０２のブロック構成の一例を示す図であ
る。
【図１８】従来技術における下りリンクの無線フレーム構成の例を示す図である。
【図１９】従来技術における上りリンクの無線フレーム構成の例を示す図である。
【図２０】従来技術におけるチャネル状態情報の報告の例を示す図である。
【図２１】従来技術における下りリンク制御情報フォーマットの構成の例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００７０】
　（第１の実施形態）
　以下、図面を参照して、本発明の第１の実施形態について説明する。
【００７１】
　図１は、第１の実施形態に係る無線通信システムの概略図である。基地局装置（eNodeB
、eNB、下りリンク送信装置、上りリンク受信装置、セルとも呼称される）１０１は、移
動局装置（UE:User Equipment、下りリンク受信装置、上りリンク送信装置、端末装置と
も呼称される）１０２との間で、少なくとも複数の下りリンクコンポーネントキャリアお
よび／または上りリンクコンポーネントキャリア（１つ、または、複数の下りリンクコン
ポーネントキャリアおよび／または上りリンクコンポーネントキャリア）を用いて無線通
信を行なう。ここで、基地局装置１０１と移動局装置１０２が通信を行なう下りリンクコ
ンポーネントキャリアおよび／または上りリンクコンポーネントキャリアは、基地局装置
１０１によって移動局装置１０２に対して設定される。
【００７２】
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　ここで、コンポーネントキャリア（CC:Component Carrier）とは、基地局装置１０１と
移動局装置１０２が、広帯域な周波数帯域で通信を行なう際に、複合的に使用する（狭帯
域な）周波数帯域を示している。以下、本実施形態では、下りリンクコンポーネントキャ
リアを、ＤＬＣＣ（Downlink Component Carrier）、上りリンクコンポーネントキャリア
を、ＵＬＣＣ（Uplink Component Carrier）とも呼称する。基地局装置１０１と移動局装
置１０２は、１つ、または、複数のコンポーネントキャリアを集約することによって、広
帯域な周波数帯域を構成し、これら複数のコンポーネントキャリアを複合的に使用するこ
とによって、無線通信を行なう（周波数集約：Carrier Aggregationと呼称される）。例
えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２は、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのコン
ポーネントキャリアを集約することによって、１００ＭＨｚの帯域幅を持った広帯域な周
波数帯域を構成し、これら５つの周波数帯域を複合的に使用することによって、より高速
な無線通信を実現することができる。
【００７３】
　以下、本実施形態では、周波数帯域は、帯域幅（Hz）または周波数と時間で構成される
リソースブロック（RB）の数で定義される。すなわち、帯域幅は、リソースブロックの数
によって定義されても良い。また、帯域幅やリソースブロックの数は、サブキャリアの数
によって定義することもできる。
【００７４】
　本実施形態におけるコンポーネントキャリアとは、（広帯域な）周波数帯域（例えば、
１００ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域）を構成する（狭帯域な）周波数帯域（例えば
、２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域）それぞれのことを示している。また、コンポ
ーネントキャリアとは、この（狭帯域な）周波数帯域それぞれの（中心）キャリア周波数
を示していても良い。また、コンポーネントキャリアは、ある特定の物理チャネル（例え
ば、PDCCH、PUCCHなど）が構成される単位として定義されてもよい。
【００７５】
　さらに、コンポーネントキャリアは、連続な周波数帯域に配置されていても、不連続な
周波数帯域に配置されていてもよく、基地局装置１０１と移動局装置１０２は、連続およ
び／または不連続な周波数帯域であるコンポーネントキャリアを集約することによって、
広帯域な周波数帯域を構成し、これら複数のコンポーネントキャリアを複合的に使用する
ことによって無線通信を行なうことができる。
【００７６】
　さらに、コンポーネントキャリアによって構成される下りリンクの通信に使用される周
波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域は、同じ帯域幅である必要はなく、
基地局装置１０１と移動局装置１０２は、コンポーネントキャリアによって構成される異
なる帯域幅を持った下りリンクの周波数帯域、上りリンクの周波数帯域を複合的に使用し
て通信を行なうことができる（非対称周波数集約：Asymmetric Carrier Aggregationと呼
称される）。一方、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、コンポーネントキャリアに
よって構成される同じ帯域幅を持った下りリンクの周波数帯域、上りリンクの周波数帯域
を複合的に使用して通信を行なうことは、対称周波数集約（Symmetric Carrier Aggregat
ion）とも呼称される。
【００７７】
　図１において、基地局装置１０１は、移動局装置１０２からの上りリンク送信信号１０
４を受信する際に、移動局装置１０２が上りリンク送信信号（SC-FDMA信号あるいはClust
ered DFT(Discrete Fourier Transformation)-precoded-OFDM信号）を、いずれのＲＢで
送信するかを示す上りリンクのスケジューリング情報やチャネル状態情報の報告の要否を
示す情報を含む、下りリンク制御情報（Downlink Control Information:DCI）１０３を、
移動局装置１０２に通知する。
【００７８】
　移動局装置１０２は、基地局装置１０１から送信されるチャネル状態情報の報告の要否
を示す情報が、チャネル状態情報の報告の要求を示していた場合（例えば、CQI request
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フィールドが“１”にセットされている場合）、上りリンクのスケジューリング情報によ
って指定された送信リソースを介して送信する上りリンク送信信号１０４にチャネル状態
情報を含める。
【００７９】
　以下、簡単のため、基地局装置１０１からのＤＣＩに含まれるチャネル状態情報の報告
の要否を示す情報が、チャネル状態情報の報告の要求を示している場合を、ＣＱＩ ｒｅ
ｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている、とも記載する。ここで、チャネル状
態情報の報告の要求を示している場合を、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”を
示している場合と記載するが、基地局装置１０１が、どのようにしてチャネル状態情報の
報告の要求を示している場合であっても、本実施形態が適用できることは勿論である。
【００８０】
　また、移動局装置１０２は、上りリンク送信信号１０４に多重する上りリンクデータが
存在しない場合、または、下りリンク制御情報１０３でチャネル状態情報などの制御情報
のみの送信を指示された場合、チャネル状態情報などの制御情報のみを含む上りリンク送
信信号１０４を送信する。ここで、上りリンクデータとは、上りリンク共用チャネル（UL
-SCH:Uplink-Shared Channel）に対するトランスポートブロックを含んでいる。上りリン
ク共用チャネルとは、トランスポートチャネルであり、移動局装置１０２は、基地局装置
１０１から制御情報のみの送信を指示された場合、ＵＬ-ＳＣＨに対するトランスポート
ブロックを伴わずにチャネル状態情報などの制御情報のみを含む上りリンク送信信号１０
４を送信する。
【００８１】
　例えば、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からチャネル状態情報の報告の要求を
受信した場合には、上りリンク送信信号１０４にチャネル状態情報と上りリンクデータ（
UL-SCH）を多重して（含めて）、基地局装置１０１へ送信する。また、例えば、移動局装
置１０２は、基地局装置１０１から制御情報のみの送信を指示された場合には、上りリン
ク送信信号１０４に上りリンクデータ（UL-SCH）を伴わずにチャネル状態情報のみを含め
て、基地局装置１０１へ送信する。
【００８２】
　図２は、本実施形態に係る下りリンクの無線フレーム構成の例を示している。下りリン
クでは、物理下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel:PDCCH）、
物理下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared Channel:PDSCH）などが割り当
てられる。また、ＰＤＳＣＨの一部には、下りリンク参照信号が割り当てられる。
【００８３】
　また、下りリンクの無線フレームは、下りリンクのリソースブロック（RB:Resource Bl
ock）ペアから構成される。この下りリンクのＲＢペアは、下りリンクの無線リソースを
割り当てる際などに使用されるＲＢの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（RB帯域
幅）および時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）から構成される。１個の下り
リンクのＲＢペアは、時間領域で連続する２個の下りリンクのＲＢ（RB帯域幅×スロット
）から構成される。例えば、１個の下りリンクのＲＢは、周波数領域において１２個のサ
ブキャリアから構成され、時間領域において７個のＯＦＤＭシンボルから構成される。
【００８４】
　ここで、ＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（DCI）をマッピングする領域である。ま
た、下りリンクのサブフレームは、所定の帯域幅を持ったＭ個のコンポーネントキャリア
（DLCC:Downlink Component Carrier）であるＤＬＣＣ-０からＤＬＣＣ-Ｍのサブフレー
ムを有している。
【００８５】
　図３は、本実施形態に係る上りリンクの無線フレーム構成の一例を示している。上りリ
ンクでは、物理上りリンク共用チャネル（Physical Uplink Shared Channel:PUSCH）、物
理上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control Channel:PUCCH）などが割り当て
られる。また、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの一部には、上りリンク参照信号が割り当てられ
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る。
【００８６】
　また、上りリンクの無線フレームは、上りリンクのリソースブロック（RB:Resource Bl
ock）ペアから構成される。この上りリンクのＲＢペアは、上りリンクの無線リソースを
割り当てる際などに使用されるＲＢの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（RB帯域
幅）および時間帯（２個のスロット＝１個のサブフレーム）から構成される。１個の上り
リンクのＲＢペアは、時間領域で連続する２個の上りリンクのＲＢ（RB帯域幅×スロット
）から構成される。例えば、１個の上りリンクのＲＢは、周波数領域において１２個のサ
ブキャリアから構成され、時間領域において７個のＳＣ-ＦＤＭＡシンボルまたはＣｌｕ
ｓｔｅｒｅｄ ＤＦＴ-ｐｒｅｃｏｄｅｄ-ＯＦＤＭシンボルから構成される。
【００８７】
　また、上りリンクのサブフレームは、所定の帯域幅を持ったＮ個のコンポーネントキャ
リア（ULCC:Uplink Component Carrier）であるＵＬＣＣ-０からＵＬＣＣ-Ｎのサブフレ
ームを有している。なお、上述したように、ＤＬＣＣ数であるＭとＵＬＣＣ数であるＮは
、同じ値であってもよいし、異なる値であってもよい。
【００８８】
　図４は、第１の実施形態に係る下りリンク制御情報フォーマット（DCI Format）の構成
の例を示している。図４は、上りリンクのための下りリンク制御情報フォーマット（DCI 
Format0）として２つの例を示している。図４に示すように２つのＦｏｒｍａｔ０それぞ
れは、上りリンクのスケジューリング情報などの上りリンク関連情報を含み、それぞれ複
数のビットフィールド（情報フィールド）を有する（ビットフィールドによって構成され
る）。
【００８９】
　図４の左側に示すＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０は、例えば、基地局装置１０１と移動局装置
１０２が、基地局装置１０１によってセル固有（Cell-specific）または移動局装置固有
（UE-specific）に設定されたＵＬＣＣを使用して通信を行なう際に使用される。また、
例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、固定のＵＬＣＣを使用して通信を行な
う際に使用される。また、例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、１つのＵＬ
ＣＣを使用して通信を行なう際に使用される。すなわち、図４の左側に示すＤＣＩ Ｆｏ
ｒｍａｔ０は、基地局装置１０１と移動局装置１０２の間で、どのＵＬＣＣに関連する情
報が含まれているか（例えば、どのULCCに配置されたPUSCHに対するリソース割り当て情
報を示しているか）を共通に認識している場合などに用いることができる。
【００９０】
　例えば、図４の左側に示すＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０の先頭のビットフィールドには、Ｄ
ＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０を、別の下りリンク制御情報フォーマットであるＦｏｒｍａｔ１Ａ
と識別するためのフラグ（Flag for Format0/Format1A）が含まれる。移動局装置１０２
は、先ずＦｏｒｍａｔ０とＦｏｒｍａｔ１Ａとを識別するためのフラグを確認することに
よって、以降のビットフィールド構成を認識（識別）する。
【００９１】
　また、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０は、ホッピングフラグ（Hopping flag）、ＲＢ割り当て
情報（Resource block assignment）などの上りリンクのスケジューリングを示すビット
フィールド、変調方式や符号化率、再送用のパラメータなどを示すＭＣＳ（Modulation a
nd Coding Scheme） ａｎｄ ＲＶ（Redundancy Version）のビットフィールド、初期送信
か再送信かを示すＮｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのビットフィールド、チャネル状
態情報（チャネル品質識別子）の報告要否を示すＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔのビットフィー
ルド（チャネル状態情報の送信指示を示すビットフィールド）などを含む（によって構成
されている）。
【００９２】
　ここで、移動局装置１０２は、ホッピングフラグやＲＢ割り当て情報によって割り当て
られる上りリンクのＲＢが、どのＵＬＣＣにおけるＲＢであるかを、基地局装置１０１と
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の間で共通に認識している。例えば、移動局装置１０２は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含
まれるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが、チャネル状態情報の報告を行なう状態を示
している場合、チャネル状態情報を生成し、このＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によって割り当
てられたＰＵＳＣＨを介して、生成したチャネル状態情報を報告する。
【００９３】
　上述したように、基地局装置１０１は、移動局装置１０２に対してセル固有（Cell-spe
cific）または移動局装置固有（UE-specific）に、ＵＬＣＣを設定することができる。す
なわち、基地局装置１０１は、移動局装置１０２に対して、事前にＵＬＣＣを設定するこ
とができる。また、基地局装置１０１は、移動局装置１０２に対してセル固有（Cell-spe
cific）または移動局装置固有（UE-specific）に、ＤＬＣＣとＵＬＣＣの対応（リンク）
を設定しても良い。すなわち、基地局装置１０１は、移動局装置１０２に対して、事前に
ＤＬＣＣとＵＬＣＣのリンクを設定することができる。ここで、図４の左側に示すＤＣＩ
 Ｆｏｒｍａｔ０は、後述するＣＩＦ（Carrier Indicator Field）が含まれていないＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔ０とも言える。
【００９４】
　例えば、移動局装置１０２は、ＣＩＦを含まないＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によってＰＵ
ＳＣＨが割り当てられた場合、基地局装置１０１によって設定されたＵＬＣＣに配置され
たＰＵＳＣＨを介して、チャネル状態情報を報告する。
【００９５】
　また、例えば、移動局装置１０２は、あるＤＬＣＣ（例えば、DLCC-1）に配置されたＣ
ＩＦを含まないＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によってＰＵＳＣＨが割り当てられた場合、基地
局装置１０１によってあるＤＬＣＣとリンクされたＵＬＣＣ（例えば、UL-CC2）に配置さ
れたＰＵＳＣＨを介して、チャネル状態情報を報告する。ここでは、基地局装置１０１が
、移動局装置１０２に対してセル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-spec
ific）に、ＤＬＣＣ-１とＵＬＣＣ-２をリンクさせていることを想定している。
【００９６】
　図４の右側に示すＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０は、図４の左側に示すＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０
に加えて、ＣＩＦ（キャリア識別子フィールド：Carrier Indicator Field）に対するビ
ットフィールドが含まれる。ここで、ＣＩＦとは、ホッピングフラグやＲＢ割り当て情報
によって割り当てられる上りリンクのＲＢが、どのＵＬＣＣにおけるＲＢであるかを示す
Ｃａｒｒｉｅｒ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（キャリア識別子）のためのフィールドである。例
えば、基地局装置１０１は、ＣＩＦを使用して、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によって割り当
てるＰＵＳＣＨが配置されるＵＬＣＣを移動局装置１０２に対して指示することができる
。
【００９７】
　移動局装置１０２は、ＣＩＦによって指示されたＵＬＣＣにおける、ホッピングフラグ
やＲＢ割り当て情報によって割り当てられる上りリンクのＲＢを使用してＰＵＳＣＨを送
信する。ここで、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＱＩ ｒｅ
ｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされていた場合、移動局装置１０２は、チャネル
状態情報を生成し、このＣＩＦを含むＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０で割り当てられたＰＵＳＣ
Ｈを介して、生成したチャネル状態情報を報告する。
【００９８】
　ここで、図４に示される２つのＦｏｒｍａｔ０における末尾の０ｐａｄｄｉｎｇ（斜線
で示される領域）は、Ｆｏｒｍａｔ０とＦｏｒｍａｔ１Ａのペイロードサイズ（ビット数
）を同じにするために挿入される（例えば、値が０のビットフィールドを示している）。
例えば、この０ｐａｄｄｉｎｇはＦｏｒｍａｔ０のビット数がＦｏｒｍａｔ１Ａのビット
数よりも少ない場合に挿入することができる。
【００９９】
　図５は、第１の実施形態に係る下りリンク制御情報フォーマット（DCI Format）の構成
の別の例を示している。図５に示す２つのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０は、図４に示すＤＣＩ 
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Ｆｏｒｍａｔ０に加えて、チャネル状態情報用のＣａｒｒｉｅｒ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ Ｆ
ｉｅｌｄ（Carrier Indicator for CSI）を含んでいる。ここで、チャネル状態情報用の
ＣＩＦは、ＣＱＩ用のＣＩＦ（Carrier Indicator for CQI）であっても良い。図５では
、説明を分かり易くするために、図４に示すＣａｒｒｉｅｒ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒを、Ｃ
ａｒｒｉｅｒ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ ｆｏｒ ＰＵＳＣＨと記載している。
【０１００】
　ここで、ＣＳＩ用のＣＩＦは、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含ま
れるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている場合、そのチャネル
状態情報がいずれのＤＬＣＣにおけるチャネル状態情報であるかを指示するＣａｒｒｉｅ
ｒ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎのためのフィールドである。
【０１０１】
　基地局装置１０１は、いずれかのＤＬＣＣにおけるチャネル状態情報を取得したい場合
、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報告を行なう状態を
指定するとともに、ＣＳＩ用のＣＩＦにおいて、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣ
を、移動局装置１０２に対して指示する。移動局装置１０２は、基地局装置１０１から送
信されたＣＳＩ用のＣＩＦによって指示されたＤＬＣＣにおけるチャネル状態情報を生成
し、このＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０で割り当てられたＰＵＳＣＨを介して、生成したチャネ
ル状態情報を報告する。
【０１０２】
　すなわち、移動局装置１０２は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＳＩ用のＣＩＦ
で指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成（測定）する。また、移動局装置
１０２は、このＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０で割り当てられたＰＵＳＣＨを介して、生成した
チャネル状態情報を基地局装置１０１へ報告する。
【０１０３】
　なお、移動局装置１０２が監視する（モニタする）ＤＣＩ ＦｏｒｍａｔにＣＩＦが含
まれるか否かを、基地局装置１０１からのＲＲＣ（Radio Resource Control）ｒｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ手続きを用いて設定しても良い。移動局装置１０２は、監視するＤ
ＣＩ Ｆｏｒｍａｔの種類、監視するＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔの各フィールドの意味を変更す
る旨を示すメッセージ（RRC reconfiguration message）を受信した場合、監視するＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔの種類の変更、監視するＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔの各フィールドの意味の変
更を完了したことを示すメッセージ（RRC reconfiguration complete message）を基地局
装置１０１へ送信する。
【０１０４】
　上記までに示したように、基地局装置１０１が、チャネル状態情報の報告要否を示すた
めのビットフィールドを含むＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に、いずれのコンポーネントキャリ
アのチャネル状態であるかを指定するためのビットフィールド（CIF for CSI）を加えて
移動局装置１０２へ送信することにより、チャネル状態情報の測定（生成）対象である帯
域（例えば、コンポーネントキャリア）が２つ以上に設定可能なシステムにおいてチャネ
ル状態情報の測定対象を柔軟に指定することができる。
【０１０５】
　移動局装置１０２が、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔに含まれるチャネル状態用のＣＩＦによっ
て指示されるＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成（測定）することによって、基地
局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態を生成するためのＤＬＣＣを柔
軟に指定することができる。
【０１０６】
　また、移動局装置１０２が、ＣＩＦを含まないＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によってＰＵＳ
ＣＨが割り当てられた場合、基地局装置１０１によって（事前に）設定されたＵＬＣＣに
配置されたＰＵＳＣＨを介して、チャネル状態情報を報告することによって、移動局装置
１０２がチャネル状態情報を報告するための送信リソースを、基地局装置１０１によって
柔軟に設定（割り当てる）ことができる。
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【０１０７】
　また、移動局装置１０２が、あるＤＬＣＣに配置されたＣＩＦを含まないＤＣＩ Ｆｏ
ｒｍａｔ０によってＰＵＳＣＨが割り当てられた場合、基地局装置１０１によって（事前
に）あるＤＬＣＣとリンクされたＵＬＣＣに配置されたＰＵＳＣＨを介して、チャネル状
態情報を報告することによって、移動局装置１０２がチャネル状態情報を報告する送信リ
ソースを、基地局装置１０１によって柔軟に設定（割り当てる）ことができる。
【０１０８】
　また、移動局装置１０２が、ＣＩＦを含むＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によってＰＵＳＣＨ
が割り当てられた場合、ＣＩＦで指示されたＵＬＣＣに配置されたＰＵＳＣＨを介して、
チャネル状態情報を報告することによって、移動局装置１０２がチャネル状態情報を送信
するための送信リソースを、基地局装置１０１が迅速に設定する（割り当てる）ことがで
きる。
【０１０９】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。本発明の第１の実施形態では、基地
局装置１０１が、チャネル状態情報の報告要否を示すためのビットフィールドを含むＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔ０に、移動局装置１０２が、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成（測定）するのかを指示するビットフィールド（情報）を含めて送信し、移動局装置
１０２は、基地局装置１０１によって指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生
成して、生成したチャネル状態情報を報告することについて説明した。
【０１１０】
　本発明の第２の実施形態では、基地局装置１０１が、ＤＣＩ（DCI Format0でも良い）
をどの領域（どのDLCC、どのSS：サーチスペース）に配置するかによって、移動局装置１
０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示することにつ
いて説明する。例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ（DCI Format0でも良い）を配置す
るＤＬＣＣによって、移動局装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報
を生成するのかを指示することができる。すなわち、基地局装置１０１がＤＣＩを配置し
たＤＬＣＣによって、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成するＤＬＣＣを暗示的
に指定することができる。
【０１１１】
　すなわち、移動局装置１０２は、自装置宛のＤＣＩ（DCI Format0でも良い）を検出し
たＤＬＣＣによって、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを判断（識
別）し、いずれかのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状
態情報を基地局装置１０１へ報告する。すなわち、移動局装置１０２は、ＤＬＣＣに配置
された自装置宛のＤＣＩの検出を試みて（ブラインドデコーディング（blind decoding）
を行ない）、自装置宛のＤＣＩを検出したＤＬＣＣに対応するＤＬＣＣに対するチャネル
状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を基地局装置１０１へ報告する。
【０１１２】
　また、例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ（DCI Format0でも良い）を配置するサー
チスペース（SS:Search Space、検索領域とも呼称される）によって、移動局装置１０２
に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示することができる
。すなわち、移動局装置１０２は、自装置宛のＤＣＩ（DCI Format0でも良い）を検出し
たサーチスペースによって、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを判
断（識別）し、いずれかのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャ
ネル状態情報を基地局装置１０１へ送信することができる。
【０１１３】
　第２の実施形態に係る無線通信システムは、図１に示した無線通信システムと同様の構
成で実現できる。まず、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣによって、移動局
装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示する場
合について説明する。
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【０１１４】
　図６は、第２の実施形態に係るＤＣＩの配置によるＤＬＣＣの指定の例を示している。
図６は、例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、３つのＤＬＣＣ（例えば、DL
CC-0、DLCC-1、DLCC-2）と２つのＵＬＣＣ（例えば、ULCC-0、ULCC-1）を使用して通信を
行なう際に、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態情報を生成す
るためのＤＬＣＣを指示する例を示している。
【０１１５】
　図６の左側に示すＤＬＣＣは、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣ（移動局
装置１０２が自装置宛のDCIを検出するDLCCでも良い）を示しており、また、図６の右側
に示すＣＱＩ ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｒｅｓｏｕｒｃｅｓは、基地局装置１０１がＤＣＩを
配置するＤＬＣＣ（移動局装置１０２が自装置宛のDCIを検出するDLCCでも良い）に対応
した、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを示している。す
なわち、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓ
ｔフィールドが“１”にセットされていた場合に、移動局装置１０２がどのＤＬＣＣに対
するチャネル状態情報を生成するのかを指示する対応（対応表、リンク）を示している。
【０１１６】
　例えば、図６に示すように、移動局装置１０２は、ＤＬＣＣ-０に配置された自装置宛
のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィー
ルドが“１”にセットされていた場合には、ＤＬＣＣ-０に対するチャネル状態情報を生
成し、生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、移動局装置１０２は、ＤＬ
ＣＣ-１に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内の
ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”を設定されている場合には、ＤＬＣＣ-２に対
するチャネル状態情報を生成し、生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、
移動局装置１０２は、ＤＬＣＣ-２に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置
１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”に設定されている
場合には、ＤＬＣＣ-１に対するチャネル状態情報を生成し、生成したチャネル状態情報
を報告する。
【０１１７】
　ここで、移動局装置１０２は、ＤＣＩが配置されたＤＬＣＣを確認した後に、ＤＣＩが
配置されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成し、生成したチャネル状態情報を報
告しても良い。また、移動局装置１０２は、予め複数のＤＬＣＣに対するチャネル状態情
報を生成し、ＤＣＩが配置されたＤＬＣＣを確認した後に、ＤＣＩが配置されたＤＬＣＣ
に対応するチャネル状態情報を報告しても良い。
【０１１８】
　また、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣと、移動局装置１０２がチャネル
状態情報を生成するためのＤＬＣＣの対応（対応表、リンク）は、基地局装置１０１によ
って、セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-specific）に設定されても
良い。すなわち、基地局装置１０１と移動局装置１０２は、基地局装置１０１からＤＣＩ
 Ｆｏｒｍａｔ０が送信されるよりも以前に、この対応を共有しておく。
【０１１９】
　また、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣと、移動局装置１０２がチャネル
状態情報を生成するためのＤＬＣＣとの対応（対応表、リンク）は、基地局装置１０１に
よって、準静的（semi-static）または動的（dynamic）に設定されても良い。また、基地
局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣと、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生
成するためのＤＬＣＣは、同一である必要はない。基地局装置１０１がＤＣＩを配置する
ＤＬＣＣと、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣは、同一で
なくても、同様の効果を得ることができる。
【０１２０】
　図７は、第２の実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の一例を示している。まず
、基地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣに対応するＤＬＣＣを介
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して上りリンク関連情報を含むＤＣＩを移動局装置１０２へ通知する。すなわち、基地局
装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣに対応するＤＬＣＣにＤＣＩ（DC
I Format0）を配置して、移動局装置１０２へ送信する。また、基地局装置１０１は、こ
のＤＣＩに含まれるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報
告を行なう状態を指定する（CQI requestフィールドを“１”にセットする）。
【０１２１】
　図７において、基地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣ-１に対
応するＤＬＣＣを介してＤＣＩを通知する（ステップＳ７０１）。図７では、基地局装置
１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣ-１に対応するＤＬＣＣとして、ＤＬ
ＣＣ-１を介してＤＣＩを移動局装置１０２へ通知していることを示している。移動局装
置１０２は、ＤＬＣＣ-１においてブラインドデコーディングを行ない、自装置宛のＤＣ
Ｉの検出を試みる。ＤＬＣＣ-１において自装置宛のＤＣＩを検出した移動局装置１０２
は、ＤＣＩに含まれる上りリンクの割り当てに関する情報（ホッピングフラグ、RB割り当
て情報（PUSCHに対するRB割り当て情報）、CIFが含まれている場合にはCIF）を参照して
、いずれかのＵＬＣＣにおいてＰＵＳＣＨを送信する。図７では、基地局装置１０１から
ＤＬＣＣ-１を介して通知されたＤＣＩには、ＵＬＣＣ-１における上りリンク送信リソー
スが指定されていることを示している。
【０１２２】
　ＤＬＣＣ-１において自装置宛のＤＣＩを検出した移動局装置１０２は、ＤＣＩに含ま
れるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報告を行なう状態
であるか否かを識別する。ここで、基地局装置１０１からのＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィ
ールドが“１”にセットされていた場合、移動局装置１０２は、ＤＣＩが配置されていた
ＤＬＣＣ-１に対応するＤＬＣＣ（ここでは、DLCC-1）に対するチャネル状態情報を生成
し、生成したチャネル状態情報を報告する。ここでは、移動局装置１０２は、基地局装置
１０１によって割り当てられたＵＬＣＣ-１における上りリンク送信リソースの一部ある
いは全部を使用して、チャネル状態情報を報告する（ステップＳ７０２）。例えば、移動
局装置１０２は、基地局装置１０１によって割り当てられたＵＬＣＣ-１におけるＰＵＳ
ＣＨに生成したチャネル状態情報を配置して、基地局装置１０１へ報告する。
【０１２３】
　このように、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣによって（移動局装置１０
２が自装置宛のDCIを検出したDLCCによってでも良い）、移動局装置１０２に対してどの
ＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を送信するかを暗示的に指示することによって、チャ
ネル状態情報の測定（生成）対象である帯域（例えば、コンポーネントキャリア）が２つ
以上に設定可能なシステムにおいてチャネル状態情報の測定対象を柔軟に指定することが
できる。
【０１２４】
　また、移動局装置１０２が、自装置宛のＤＣＩを検出したＤＬＣＣに対応したＤＬＣＣ
に対するチャネル状態情報を生成することによって、基地局装置１０１が、移動局装置１
０２に対してチャネル状態を生成するＤＬＣＣを柔軟に指定することができる。さらに、
基地局装置１０１によって、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを明示的に指示
する必要がなく（DLCCを指示するためのビットフィールドを用意する必要がなく）、移動
局装置１０２に対して効率的にチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定するこ
とができる。
【０１２５】
　続いて、基地局装置１０１が、ＤＣＩ（DCI Format0でも良い）を配置するサーチスペ
ースによって、移動局装置１０２がどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するの
かを指示する場合について説明する。ここで、サーチスペースとは、移動局装置１０２が
、ブラインドデコーディングを行なう（自装置宛のPDCCHの検出を試みる）ＰＤＣＣＨが
構成される可能性のある範囲（領域）のことを示している。すなわち、移動局装置１０２
は、サーチスペースにおいてブラインドデコーディングを行ない、自装置宛のＰＤＣＣＨ
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の検出を行なう。
【０１２６】
　図８は、あるサブフレーム内におけるＰＤＣＣＨリソース（PDCCHリソース領域、格子
模様で示される）の構成を示す概略図である。図８では、移動局装置１０２は、ＰＤＣＣ
Ｈリソース内のＳＳ-０（縦線で示される）とＳＳ-１（右上がりの斜線で示される）とＳ
Ｓ-２（左上がりの斜線で示される）において、ブラインドデコーディングを行なう（検
索を行なう、自装置宛のPDCCHの検出を試みる）。ここで、サーチスペースは、基地局装
置１０１によって、セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-specific）に
設定されても良い。
【０１２７】
　また、サーチスペースは、基地局装置１０１から設定されるパラメータ（例えば、PDCC
Hが送信されるサブフレームインデックス、C-RNTI、DLCC毎に付与されるDLCC-specificイ
ンデックスなど）に基づいて、移動局装置１０２によって算出されても良い。基地局装置
１０１と移動局装置１０２は、移動局装置１０２がサーチスペースにおいてブラインドデ
コーディングを行なう前に、サーチスペースを共有しておく。
【０１２８】
　図９は、第２の実施形態に係るＤＣＩの配置によるＤＬＣＣの指定の別の例を示してい
る。図９は、例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、３つのＤＬＣＣ（例えば
、DLCC-0、DLCC-1、DLCC-2）と２つのＵＬＣＣ（例えば、ULCC-0、ULCC-1）を使用して通
信を行なう際に、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態情報を生
成するためのＤＬＣＣを指定する例を示している。
【０１２９】
　図９の左側に示すＳＳ（サーチスペース）は、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサ
ーチスペース（移動局装置１０２が自装置宛のDCIを検出するサーチスペースでも良い）
を示しており、また、図９の右側に示すＣＱＩ ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ
は、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペース（移動局装置１０２が自装置宛
のDCIを検出するサーチスペースでも良い）に対応した、移動局装置１０２がチャネル状
態情報を生成するためのＤＬＣＣを示している。すなわち、基地局装置１０１からのＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされて
いた場合に、移動局装置１０２が、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するの
かを指示する対応（対応表、リンク）を示している。
【０１３０】
　例えば、図９に示すように、移動局装置１０２は、ＳＳ-０に配置された自装置宛のＤ
ＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールド
が“１”にセットされている場合には、ＤＬＣＣ-０に対するチャネル状態情報を生成し
て、生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、移動局装置１０２は、ＳＳ-
１に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ
 ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている場合には、ＤＬＣＣ-２に対する
チャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、移
動局装置１０２は、ＳＳ-２に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１
によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている場合
には、ＤＬＣＣ-１に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を
報告する。
【０１３１】
　ここで、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペースと、移動局装置１０２が
チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣの対応（対応表、リンク）は、基地局装置１
０１によって、セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-specific）に設定
されても良い。また、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペースと、移動局装
置１０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣの対応（対応表、リンク）は、基
地局装置１０１から設定されるパラメータ（例えば、PDCCHが送信されるサブフレームイ
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ンデックス、C-RNTI、DLCC毎に付与されるDLCC-specificインデックスなど）に基づいて
、移動局装置１０２によって算出されても良い。
【０１３２】
　図１０は、あるサブフレーム内におけるＰＤＣＣＨリソース（PDCCHリソース領域、格
子模様で示される）の構成を示す別の概略図である。図１０に示すように、基地局装置１
０１は、ＤＣＩ（DCI Format0でも良い）を複数のＤＬＣＣを跨いで配置しても良い。す
なわち、移動局装置１０２は、複数のＤＬＣＣを跨いで、自装置宛のＤＣＩが配置される
可能性のあるサーチスペースにおいてブラインドデコーディングを行ない、自装置宛のＤ
ＣＩを検出したサーチスペースに対応させて、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣ
Ｃを識別（判断）することができる。すなわち、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサ
ーチスペース（移動局装置１０２が自装置宛のDCIを検出するサーチスペースでも良い）
と、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣとの対応（対応表、
リンク）は、複数のＤＬＣＣを跨いで対応されても良い。
【０１３３】
　図１０において、移動局装置１０２は、ＤＬＣＣ-０のＰＤＣＣＨリソース（PDCCHリソ
ース領域内、格子模様で示される）に設定されたＳＳ-０（縦線で示される）とＳＳ-１（
右上がりの斜線で示される）において、ブラインドデコーディングを行なう。また、移動
局装置１０２は、ＤＬＣＣ-１のＰＤＣＣＨリソース（PDCCHリソース領域内、同様に格子
模様で示される）に設定されたＳＳ-２（左上がりの斜線で示される）において、ブライ
ンドデコーディングを行なう。
【０１３４】
　例えば、移動局装置１０２は、ＳＳ-０に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地
局装置１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットさ
れている場合には、ＤＬＣＣ-０に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネ
ル状態情報を報告する。また、例えば、移動局装置１０２は、ＳＳ-１に配置された自装
置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフ
ィールドが“１”にセットされている場合には、ＤＬＣＣ-２に対するチャネル状態情報
を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、移動局装置１０２は
、ＳＳ-２に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内
のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている場合には、ＤＬＣＣ-１
に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。
【０１３５】
　ここで、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペース（移動局装置１０２が自
装置宛のDCIを検出するサーチスペースでも良い）と、移動局装置１０２がチャネル状態
情報を生成するためのＤＬＣＣの対応は、図９で示すような対応であった場合を想定して
いる。
【０１３６】
　ここで、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペースと、移動局装置がチャネ
ル状態情報を生成するためのＤＬＣＣの対応は、異なるサーチスペースそれぞれに対して
チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣそれぞれが対応されても良い。また、基地局
装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペースと、移動局装置１０２がチャネル状態情報
を生成するためのＤＬＣＣの対応は、異なるサーチスペースに対して、チャネル状態情報
を生成するための同一のＤＬＣＣが対応されても良い。
【０１３７】
　図１０において、例えば、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってＳＳ-１に
配置されたＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている場
合、ＤＬＣＣ-１に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報
告する。また、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってＳＳ-２に配置されたＤ
ＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされている場合、同一のＤ
ＬＣＣ-１に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告して
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も良い。
【０１３８】
　ここで、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペースによって（移動局装置１
０２が自装置宛のDCIを検出することによって）、移動局装置１０２がチャネル状態情報
を生成するためのＤＬＣＣを識別（判断）し、識別したＤＬＣＣに対するチャネル状態情
報を報告する際の報告手順は、図７で説明した報告手順と同様の手順で実現できる。
【０１３９】
　さらに、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するＤＬＣＣおよびサーチスペースと、移動
局装置１０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣが対応されても良い。すなわ
ち、ＤＬＣＣ毎にサーチスペースに対してインデックスを付与し、図６に示すような対応
と、図９に示すような対応とを組み合わせて使用しても良い。
【０１４０】
　例えば、移動局装置１０２は、ＤＬＣＣ-０のＳＳ-０に配置された自装置宛のＤＣＩを
検出し、基地局装置１０１によってＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１
”にセットされていた場合には、ＤＬＣＣ-０に対するチャネル状態情報を生成して、生
成したチャネル状態情報を報告しても良い。また、例えば、移動局装置１０２は、ＤＬＣ
Ｃ-１のＳＳ-０に配置された自装置宛のＤＣＩを検出し、基地局装置１０１によってＤＣ
Ｉ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされていた場合、ＤＬＣＣ-１
に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告しても良い。基
地局装置１０１がＤＣＩを配置する領域と、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成
するためのＤＬＣＣの対応を、このように対応させたとしても、同様の効果を得ることが
できる。
【０１４１】
　このように、基地局装置１０１がＤＣＩを配置するサーチスペースによって（移動局装
置１０２が自装置宛のDCIを検出するサーチスペースによって、でも良い）、移動局装置
１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を送信するかを暗示的に指示する
ことによって、チャネル状態情報の測定（生成）対象である帯域（例えば、コンポーネン
トキャリア）が２つ以上に設定可能なシステムにおいてチャネル状態情報の測定対象を柔
軟に指定することができる。
【０１４２】
　また、移動局装置１０２が、自装置宛のＤＣＩを検出したサーチスペースに対応したＤ
ＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成することによって、基地局装置１０１が、移動局
装置１０２に対してチャネル状態を生成するＤＬＣＣを柔軟に指定することができる。さ
らに、基地局装置１０１によって、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを明示的
に指示する必要がなく（DLCCを指示するためのビットフィールドを用意する必要がなく）
、移動局装置１０２に対して効率的にチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定
することができる。
【０１４３】
　上記までに示したように、基地局装置１０１がＤＣＩをある領域に配置し（移動局装置
１０２が自装置宛のDCIをある領域において検出し、でも良い）、移動局装置１０２に対
してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を送信するかを暗示的に指示することによっ
て、チャネル状態情報の測定（生成）対象である帯域（例えば、コンポーネントキャリア
）が２つ以上に設定可能なシステムにおいてチャネル状態情報の測定対象を柔軟に指定す
ることができる。
【０１４４】
　また、移動局装置１０２が、自装置宛のＤＣＩを検出した領域に対応したＤＬＣＣに対
するチャネル状態情報を生成することによって、基地局装置１０１が、移動局装置１０２
に対してチャネル状態を生成するＤＬＣＣを柔軟に設定することができる。さらに、基地
局装置１０１によって、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを明示的に指定する
必要がなく（DLCCを指示するためのビットフィールドを用意する必要がなく）、移動局装
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置１０２に対して効率的にチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定することが
できる。
【０１４５】
　（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。本発明の第１の実施形態では、基地
局装置１０１が、チャネル状態情報の報告要否を示すためのビットフィールドを含むＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔ０に、移動局装置１０２が、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成（測定）するのかを指示するビットフィールド（情報）を含めて送信し、移動局装置
１０２は、基地局装置１０１によって指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生
成して、生成したチャネル状態情報を報告することについて説明した。
【０１４６】
　本発明の第３の実施形態では、基地局装置１０１が、移動局装置１０２へ割り当てる上
りリンクの送信リソースによって、移動局装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャ
ネル状態情報を生成するのかを指示することについて説明する。例えば、基地局装置１０
１は、移動局装置１０２へ上りリンクの送信リソースを割り当て、移動局装置１０２は、
基地局装置１０１によって割り当てられた上りリンクの送信リソースにおける（上りリン
クの送信リソースが配置された、とも言える）ＵＬＣＣに対応する（ULCCとペアの）ＤＬ
ＣＣに対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。
【０１４７】
　第３の実施形態に係る無線通信システムは、図１に示した無線通信システムと同様の構
成で実現できる。図１１は、第３の実施形態に係る下りリンクコンポーネントキャリア（
DLCC）と上りリンクコンポーネントキャリア（ULCC）のペア（CCペア、CCの対応、CCのリ
ンクとも言える）の一例を示している。図１１は、例えば、基地局装置１０１と移動局装
置１０２が、３つのＤＬＣＣ（例えば、DLCC-0、DLCC-1、DLCC-2）と２つのＵＬＣＣ（例
えば、ULCC-0、ULCC-1）を使用して通信を行なう際に、基地局装置１０１が、移動局装置
１０２に対してチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定する例を示している。
【０１４８】
　図１１に示されるペア（インデックス）は、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生
成するためのＤＬＣＣと、基地局装置１０１が移動局装置１０２へ割り当てる上りリンク
の送信リソースにおけるＵＬＣＣのペア（対応、リンク）を示している。基地局装置１０
１は、このペア（インデックス）を移動局装置１０２へ通知することにより、ＤＬＣＣと
ＵＬＣＣのペアを設定しても良い。基地局装置１０１は、ＤＬＣＣとＵＬＣＣのペアを、
セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-specific）に、移動局装置１０２
に対して設定することができる。
【０１４９】
　また、基地局装置１０１は、ＤＬＣＣとＵＬＣＣのペアを、準静的（semi-static）ま
たは動的（dynamic）に、移動局装置１０２に対して設定しても良い。また、基地局装置
１０１は、ＤＬＣＣとＵＬＣＣのペアを設定するためのパラメータ（例えば、PDCCHが送
信されるサブフレームインデックス、C-RNTI、DLCC毎に付与されるDLCC-specificインデ
ックス、ULCC毎に付与されるULCC-specificインデックスなど）を移動局装置１０２へ送
信し、ＤＬＣＣとＵＬＣＣのペアが移動局装置１０２によって算出されても良い。基地局
装置１０１と移動局装置１０２は、基地局装置１０１がＤＣＩを通知するよりも以前に、
ＤＬＣＣとＵＬＣＣのペアを共有しておく。
【０１５０】
　また、図１１に示すＤＬＣＣは、移動局装置１０２が、基地局装置１０１によって割り
当てられた上りリンクの送信リソースにおけるＵＬＣＣに対応した、チャネル状態情報を
生成するためのＤＬＣＣを示している。また、図１１に示すＵＬＣＣは、基地局装置１０
１によって割り当てられた上りリンクの送信リソースにおけるＵＬＣＣを示している。す
なわち、図１１は、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＱＩ ｒ
ｅｑｕｅｓｔフィールドが“１”にセットされていた場合に、移動局装置１０２が、どの
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ＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示する対応（対応表、リンク）を
示している。
【０１５１】
　ここで、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対して割り当てる上りリンクの送信
リソースとは、例えば、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨに対するリソースを示している。上述し
たように、基地局装置１０１は、上りリンクの送信リソースを、ＣＩＦを含むＤＣＩ Ｆ
ｏｒｍａｔ０によって割り当てることができる。また、基地局装置１０１は、上りリンク
の送信リソースを、ＣＩＦを含まないＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によって割り当てることが
できる。移動局装置１０２は、基地局装置１０１によって割り当てられたＰＵＳＣＨやＰ
ＵＣＣＨのリソースが配置されたＵＬＣＣに対応するＤＬＣＣからチャネル状態情報を生
成して、生成したチャネル状態情報を基地局装置１０１へ報告する。
【０１５２】
　例えば、図１１において、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってＵＬＣＣ-
０における上りリンクの送信リソースが割り当てられた場合には、ＤＬＣＣ-０に対する
チャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、移
動局装置１０２は、基地局装置１０１によってＵＬＣＣ-１における上りリンクの送信リ
ソースが割り当てられた場合には、ＤＬＣＣ-１に対するチャネル状態情報を生成して、
生成したチャネル状態情報を報告する。また、例えば、移動局装置１０２は、基地局装置
１０１によってＵＬＣＣ-１における上りリンクの送信リソースが割り当てられた場合に
は、ＤＬＣＣ-２に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報
告する。ここで、基地局装置１０１から送信されるＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０のＤＣＩ内の
ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドは“１”にセットされている。
【０１５３】
　図１２は、第３の実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の一例を示している。基
地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣとペアである（対応する）Ｕ
ＬＣＣに対する上りリンク関連情報を含むＤＣＩを、移動局装置１０２へ通知する。すな
わち、基地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣとペアであるＵＬＣ
Ｃにおける上りリンクの送信リソースを、移動局装置１０２へ割り当てる。
【０１５４】
　例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＤＣＩ内のリソース
割り当て情報によって、ＤＬＣＣとペアであるＵＬＣＣにおける上りリンクの送信リソー
スを割り当て、さらに、ＤＣＩ内のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネ
ル状態情報の報告を行なう状態を指定する（CQI requestフィールドを１にセットする）
。
【０１５５】
　図１２において、基地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣ-１お
よびＤＬＣＣ-２に対応するＵＬＣＣ-１における上りリンクの送信リソースを割り当てる
（ステップ１２０１）。図１２では、基地局装置１０１は、ＵＬＣＣ-１における上りリ
ンクの送信リソースを、ＤＬＣＣ-０に配置したＤＣＩ（DCI Format0でも良い）によって
割り当てていることを示している。移動局装置１０２は、ＤＬＣＣ-０においてブライン
ドデコーディングを行ない、自装置宛のＤＣＩの検出を試みる。ＤＬＣＣ-０において自
装置宛のＤＣＩを検出した移動局装置１０２は、ＤＣＩに含まれる上りリンクの割り当て
に関する情報（ホッピングフラグ、ＲＢ割り当て情報（例えば、PUSCHに対するRB割り当
て情報、PUCCHに対するRB割り当て情報）、CIFが含まれている場合にはCIF）を参照して
、いずれかのＵＬＣＣにおいてＰＵＳＣＨを送信する。図１２では、基地局装置１０１か
らＤＬＣＣ-０を介して通知されたＤＣＩには、ＵＬＣＣ-１における上りリンク送信リソ
ースが指定されていることを示している。
【０１５６】
　ＤＬＣＣ-０において自装置宛のＤＣＩを検出した移動局装置１０２は、ＤＣＩに含ま
れるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報告を行なう状態
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であるか否かを識別する。ここで、基地局装置１０１からのＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィ
ールドが“１”にセットされていた場合、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によっ
て割り当てられた上りリンクの送信リソースが配置されているＵＬＣＣ-１に対応するＤ
ＬＣＣ-１および／またはＤＬＣＣ-２に対するチャネル状態情報を生成し、割り当てられ
た上りリンクの送信リソースの一部あるいは全部を使用して、チャネル状態情報を報告す
る（ステップＳ１２０２）。例えば、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によって割
り当てられたＵＬＣＣ-１におけるＰＵＳＣＨに生成したチャネル状態情報を配置して、
基地局装置１０１へ報告する。
【０１５７】
　上記までに示したように、基地局装置１０１がＵＬＣＣに上りリンクの送信リソースを
割り当て、移動局装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を送信する
かを暗示的に指示することによって、チャネル状態情報の測定（生成）対象である帯域（
例えば、コンポーネントキャリア）が２つ以上に設定可能なシステムにおいてチャネル状
態情報の測定対象を柔軟に指定することができる。
【０１５８】
　また、移動局装置１０２が、基地局装置１０１が割り当てる上りリンクの送信リソース
が配置されたＵＬＣＣに対応するＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成することによ
って、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態を生成するＤＬＣＣ
を柔軟に指定することができる。さらに、基地局装置１０１によって、チャネル状態情報
を生成するためのＤＬＣＣを明示的に指示する必要がなく（DLCCを指示するためのビット
フィールドを用意する必要がなく）、移動局装置１０２に対して効率的にチャネル状態情
報を生成するためのＤＬＣＣを指定することができる。
【０１５９】
　ここで、上述した説明では、基地局装置１０１が１つの上りリンクの送信リソースを割
り当てる１つのＵＬＣＣに対応させて、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成する
ための１つのＤＬＣＣを指定する方法について説明したが、この方法は、これに限られる
ものではない。例えば、１つのＵＬＣＣ内における複数の上りリンクの送信リソースと、
複数のＤＬＣＣを対応させることによって、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成
するためのＤＬＣＣが指定されても良い。また、複数のＵＬＣＣ内における複数の上りリ
ンクの送信リソースと、複数のＤＬＣＣを対応させることによって、移動局装置１０２が
チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣが指定されたとしても、同様の効果を得るこ
とができる。
【０１６０】
　（第４の実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態について説明する。本発明の第１の実施形態では、基地
局装置１０１が、チャネル状態情報の報告要否を示すためのビットフィールドを含むＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔ０に、移動局装置１０２が、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成（測定）するのかを指示するビットフィールド（情報）を含めて送信し、移動局装置
１０２は、基地局装置１０１によって指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生
成して、生成したチャネル状態情報を報告することについて説明した。
【０１６１】
　本発明の第４の実施形態では、基地局装置１０１が、移動局装置１０２へ割り当てるＰ
ＵＳＣＨが配置されたＵＬＣＣを指示するＣＩＦによって、移動局装置１０２に対してど
のＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示することについて説明する。
例えば、基地局装置１０１は、移動局装置１０２へ割り当てるＰＵＳＣＨが配置されたＵ
ＬＣＣを指示するＣＩＦを通知し、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によって通知
されたＣＩＦに対応するＤＬＣＣ（CIFで指示されたULCCに対応するDLCC、とも言える）
に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。
【０１６２】
　第４の実施形態に係る無線通信システムは、図１に示した無線通信システムと同様の構



(28) JP 4987174 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

成で実現できる。図１３は、本実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の一例を示し
ている。図１３は、例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、３つのＤＬＣＣ（
例えば、DLCC-0、DLCC-1、DLCC-2）と２つのＵＬＣＣ（例えば、ULCC-0、ULCC-1）を使用
して通信を行なう際に、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態情
報を生成するためのＤＬＣＣを指定する例を示している。
【０１６３】
　図１３において、ＤＬＣＣおよびＵＬＣＣのそれぞれには、少なくとも１つのキャリア
識別子（Carrier Indicator、キャリアインデックスとも呼称される）がマッピングされ
る（付与される）。図１３では、例として、ＤＬＣＣ-０に０００、ＤＬＣＣ-１に０１０
、ＤＬＣＣ-２に１１１がマッピングされていることを示している。また、例として、Ｕ
ＬＣＣ-０に０００、ＵＬＣＣ-１に０１０および／または１１１がマッピングされている
ことを示している。ここで、図１３では、例として、ＤＬＣＣおよびＵＬＣＣに、上述の
ようなキャリア識別子をマッピングしたが、ＤＬＣＣおよびＵＬＣＣにマッピングされる
キャリア識別子は、これに制限されないことは勿論である。
【０１６４】
　ここで、基地局装置１０１は、ＤＬＣＣおよびＵＬＣＣと、キャリア識別子のマッピン
グを、セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-specific）に、移動局装置
１０２に対して設定しても良い。基地局装置１０１と移動局装置１０２は、基地局装置１
０１がＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０を通知するよりも以前に、ＤＬＣＣおよびＵＬＣＣと、キ
ャリア識別子のマッピングを共有しておく。また、基地局装置１０１は、ＤＬＣＣおよび
ＵＬＣＣと、キャリア識別子のマッピングを、準静的（semi-static）または動的（dynam
ic）に、移動局装置１０２に対して設定しても良い。
【０１６５】
　図１３において、ＤＬＣＣにマッピングされたキャリア識別子（の値）と、ＵＬＣＣに
マッピングされたキャリア識別子（の値）は対応される。すなわち、キャリア識別子（の
値）が同一の（等しい値を持った）ＤＬＣＣとＵＬＣＣは対応される。すなわち、同一の
キャリア識別子がマッピングされたＤＬＣＣとＵＬＣＣは対応される。
【０１６６】
　図１３において、キャリア識別子０００がマッピングされたＤＬＣＣ-０とキャリア識
別子０００がマッピングされたＵＬＣＣ-０は対応される。また、キャリア識別子０１０
がマッピングされたＤＬＣＣ-１とキャリア識別子０１０（キャリア識別子０１０および
／または１１１）がマッピングされたＵＬＣＣ-１は対応される。また、キャリア識別子
１１１がマッピングされたＤＬＣＣ-２とキャリア識別子１１１（キャリア識別子０１０
および／または１１１）がマッピングされたＵＬＣＣ-１は対応される。
【０１６７】
　基地局装置１０１は、上りリンクの送信リソースを、ＣＩＦを含む下りリンク制御情報
フォーマットを用いて移動局装置１０２へ割り当てる。例えば、基地局装置１０１は、上
りリンクの送信リソースを、図４の右側に示すような下りリンク制御情報フォーマットを
用いて移動局装置１０２へ割り当てる。上述したように、基地局装置１０１は、下りリン
ク制御情報フォーマットにＣＩＦを含めて送信することによって、上りリンクの送信リソ
ース（例えば、PUSCH）が配置されるＵＬＣＣを、移動局装置１０２に対して指示するこ
とができる。すなわち、基地局装置１０１は、ＣＩＦを使用してキャリア識別子（の値）
を指示することによって、キャリア識別子がマッピングされたＵＬＣＣを、移動局装置１
０２に対して指示することができる。
【０１６８】
　図１３を用いて、第３の実施形態に係るチャネル状態情報の報告手順の一例について説
明する。基地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣと同一のキャリア
識別子（の値）がマッピングされたＵＬＣＣに対する上りリンク関連情報を含むＤＣＩを
移動局装置１０２へ通知する。これは、基地局装置１０１が、チャネル状態情報を取得し
たいＤＬＣＣにマッピングされたキャリア識別子（の値）を含む下りリンク制御情報フォ
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ーマットを、移動局装置１０２へ通知する、とも言える。以下、簡単のために、下りリン
ク制御情報フォーマットをＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０と記載する。
【０１６９】
　例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦを使用して、
チャネル状態情報を取得したいＤＬＣＣと同一のキャリア識別子（の値）がマッピングさ
れたＵＬＣＣを、移動局装置１０２へ通知する。この際、基地局装置１０１は、ＤＣＩ内
のＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報告を行なう状態を
指定する（CQI requestフィールドを１にセットする）。
【０１７０】
　図１３において、例えば、基地局装置１０１は、チャネル状態情報を取得したいＤＬＣ
Ｃ-２にマッピングされたキャリア識別子（１１１）と、同一のキャリア識別子（１１１
）がマッピングされたＵＬＣＣ-１の上りリンクの送信リソースを割り当てる（ステップ
Ｓ１３０１）。例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦ
の値を１１１にセットして、ＰＵＳＣＨを移動局装置１０２へ割り当てる。移動局装置１
０２は、ＤＬＣＣ-０においてブラインドデコーディングを行ない、自装置宛のＤＣＩの
検出を試みる。ＤＬＣＣ-０において自装置宛のＤＣＩを検出した移動局装置１０２は、
ＤＣＩに含まれる上りリンクの割り当てに関する情報（ホッピングフラグ、RB割り当て情
報（例えば、PUSCHに対するRB割り当て情報）、CIF）を参照して、いずれかのＵＬＣＣに
おいてＰＵＳＣＨを送信する。図１３では、基地局装置１０１からＤＬＣＣ-０を介して
通知されたＤＣＩには、ＵＬＣＣ-１における上りリンク送信リソースが指定されている
ことを示している。
【０１７１】
　移動局装置１０２は、ＤＬＣＣ-０を介して通知されたＤＣＩに含まれるＣＱＩ ｒｅｑ
ｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報告を行なう状態であるか否かを識別
する。ここで、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドがチャネル状態情報の報告を行なう状
態である場合、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＣＩＦによって指示された
ＵＬＣＣと、同一のキャリア識別子がマッピングされたＤＬＣＣに対するチャネル状態情
報を生成し、割り当てられた上りリンクの送信リソースの一部あるいは全部を使用して、
チャネル状態情報を報告する（ステップＳ１３０２）。
【０１７２】
　ＤＬＣＣ-０において自装置宛のＤＣＩを検出した移動局装置１０２は、ＤＣＩに含ま
れるＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドにおいて、チャネル状態情報の報告を行なう状態
であるか否かを識別する。ここで、基地局装置１０１からのＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィ
ールドが“１”にセットされていた場合、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からの
ＣＩＦによって指示されたＵＬＣＣと、同一のキャリア識別子がマッピングされたＤＬＣ
Ｃに対するチャネル状態情報を生成し、割り当てられた上りリンクの送信リソースの一部
あるいは全部を使用して、チャネル状態情報を報告する。例えば、移動局装置１０２は、
基地局装置１０１によって割り当てられたＵＬＣＣ-１におけるＰＵＳＣＨに生成したチ
ャネル状態情報を配置して、基地局装置１０１へ報告する（ステップＳ１３０２）。
【０１７３】
　さらに、別の例について説明する。以下の例は、基地局装置１０１と移動局装置１０２
が、３つのＤＬＣＣ（例えば、DLCC-0、DLCC-1、DLCC-2）と３つのＵＬＣＣ（例えば、UL
CC-0、ULCC-1、ULCC-2）を使用して通信を行なう際に、基地局装置１０１が、移動局装置
１０２に対してチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定する例を説明する。
【０１７４】
　ここでは、例として、ＤＬＣＣ-０にはキャリア識別子０００が、ＤＬＣＣ-１にはキャ
リア識別子０１０が、ＤＬＣＣ-２にはキャリア識別子１１１が、基地局装置１０１によ
ってマッピングされている。また、ＵＬＣＣ-０にはキャリア識別子０００が、ＵＬＣＣ-
１にはキャリア識別子０１０が、ＵＬＣＣ-２にはキャリア識別子１１１が、基地局装置
１０１によってマッピングされている。上述したように、キャリア識別子（の値）が同一
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の（等しい値を持った）ＤＬＣＣとＵＬＣＣは対応される。すなわち、同一のキャリア識
別子がマッピングされたＤＬＣＣとＵＬＣＣは対応される。
【０１７５】
　ここで、基地局装置１０１は、セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（UE-
specific）に、ＤＬＣＣとＵＬＣＣをリンクさせることができる。例えば、基地局装置１
０１は、ＤＬＣＣ-１とＵＬＣＣ-０を、ＤＬＣＣ-１とＵＬＣＣ-１をリンクさせることが
できる。また、基地局装置１０１は、上りリンクの送信リソースを、移動局装置１０２に
対して割り当てる。例えば、基地局装置１０１は、ＰＵＳＣＨに対するＲＢ割り当て情報
を含んだＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０を、ＤＬＣＣ-１を介して送信し、ＰＵＳＣＨを移動局装
置１０２へ割り当てる。
【０１７６】
　ここで、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦの値を、ＤＬ
ＣＣにリンクさせたＵＬＣＣのいずれかにマッピングされたキャリア識別子の値にセット
して、移動局装置１０２へ通知する。例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａ
ｔ０に含まれるＣＩＦの値を、ＤＬＣＣ-１にリンクさせたＵＬＣＣ-０、または、ＤＬＣ
Ｃ-１にリンクさせたＵＬＣＣ-１にマッピングされたキャリア識別子の値にセットして、
移動局装置１０２へ通知する。
【０１７７】
　すなわち、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦの値を、０
００（ULCC-0にマッピングされたキャリア識別子）、または、０１０（ULCC-1にマッピン
グされたキャリア識別子）にセットして、移動局装置１０２へ通知する。これは、基地局
装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦの値を、１１１（ULCC-1にマッ
ピングされたキャリア識別子）にセットしない、とも言える。
【０１７８】
　移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＣＩＦによって指示されたＵＬＣＣと同
一のキャリア識別子がマッピングされたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成して、
生成したチャネル状態情報を報告する。すなわち、移動局装置１０２は、基地局装置１０
１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦの値が０００にセットされていた場合
、ＤＬＣＣ-０に対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告
する。また、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含
まれるＣＩＦの値が０１０にセットされていた場合、ＤＬＣＣ-１に対するチャネル状態
情報を生成して、生成したチャネル状態情報を基地局装置１０１へ報告する。
【０１７９】
　ここで、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含ま
れる上りリンクの送信リソース（例えば、PUSCHに対するＲＢ割り当て情報）に従って、
上りリンクの送信リソース（例えば、PUSCH）に、チャネル状態情報を配置して基地局装
置１０１へ送信する。
【０１８０】
　すなわち、基地局装置１０１は、セル固有（Cell-specific）または移動局装置固有（U
E-specific）に、ＤＬＣＣとＵＬＣＣをリンクさせることができる。さらに、基地局装置
１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＣＩＦの値を、ＤＬＣＣにリンクさせたＵ
ＬＣＣのいずれかにマッピングされたキャリア識別子の値にセットして、移動局装置１０
２へ通知することができる。また、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＣＩＦ
によって指示されたＵＬＣＣと同一のキャリア識別子がマッピングされたＤＬＣＣに対す
るチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告することができる。
【０１８１】
　このように、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態情報を生成
するためのＤＬＣＣを指定することで、基地局装置１０１によって、より精度良くチャネ
ル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定することができる。例えば、移動局装置１０
２が、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｍａｒｔ０に含まれるＣＩＦの値を、（事前
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に）リンクされていないＵＬＣＣを指示する値として検出した場合（例えば、CIFの値を
１１１（ULCC-2にマッピングされたキャリア識別子）として検出した場合）、チャネル状
態情報を送信しないことによって、基地局装置１０１が意図しないチャネル状態情報の送
信を避けることができる。
【０１８２】
　上記までに示したように、基地局装置１０１が上りリンクの送信リソースを割り当てる
下りリンク制御情報フォーマットに含まれるＣＩＦを使用して、移動局装置１０２に対し
てどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を送信するかを暗示的に指示することによって
、チャネル状態情報の測定（生成）対象である帯域（例えば、コンポーネントキャリア）
が２つ以上に設定可能なシステムにおいてチャネル状態情報の測定対象を柔軟に指定する
ことができる。
【０１８３】
　また、移動局装置１０２が、基地局装置１０１からのＣＩＦで指示されたＵＬＣＣと同
一のキャリア識別子がマッピングされたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するこ
とによって、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してチャネル状態情報を生成す
るＤＬＣＣを柔軟に指定することができる。さらに、基地局装置１０１によって、チャネ
ル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを明示的に指示する必要がなく（DLCCを指示するた
めのビットフィールドを用意する必要がなく）、移動局装置１０２に対して効率的にチャ
ネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定することができる。
【０１８４】
　ここで、上述した説明では、移動局装置１０２が、基地局装置１０１からのＣＩＦで指
示されたＵＬＣＣと同一のキャリア識別子がマッピングされたＤＬＣＣに対するチャネル
状態情報を生成する方法について説明したが、この方法は、これに限られるものではない
。例えば、基地局装置１０１によって所定のパラメータ（例えば、オフセット値）が設定
され、移動局装置１０２が、基地局装置１０１からのＣＩＦと所定のパラメータに基づい
て、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを識別（判断）しても良い。
【０１８５】
　（第５の実施形態）
　次に、本発明の第５の実施形態について説明する。本発明の第１の実施形態では、基地
局装置１０１が、チャネル状態情報の報告要否を示すためのビットフィールドを含むＤＣ
Ｉ Ｆｏｒｍａｔ０に、移動局装置１０２が、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成（測定）するのかを指示するビットフィールド（情報）を含めて送信し、移動局装置
１０２は、基地局装置１０１によって指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生
成して、生成したチャネル状態情報を報告することについて説明した。
【０１８６】
　本発明の第５の実施形態では、基地局装置１０１が下りリンク制御情報フォーマットに
含まれる情報を（再）利用して、移動局装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネ
ル状態情報を生成するのかを指示することについて説明する。すなわち、基地局装置１０
１は、既存のビットフィールド（所定のビットフィールド）を（再）利用することによっ
て、移動局装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを
指示することができる。例えば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれ
るＲＢ割り当てフィールド、ＭＣＳフィールド、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドをあ
る特定の値にセットし（所定の第１のフィールドを所定の値にセットし）、この際に、さ
らに、Ｎｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒフィールド（所定の第２のフィールド）を、
ＤＬＣＣを指定するためのフィールドとして（再）利用することによって、移動局装置１
０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定することができる。
【０１８７】
　すなわち、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＲＢ割り当てフィールド、ＭＣＳフィー
ルド、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールド（所定の第１のフィールド）がある特定の値（
所定の値）以外にセットされている場合、あるフィールド（所定の第２のフィールド）に
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は、初期送信か再送信かを示す情報がセットされる（New Data Indicatorフィールドとし
て利用される）。また、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＲＢ割り当てフィールド、Ｍ
ＣＳフィールド、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールド（所定の第１のフィールド）がある
特定の値（所定の値）にセットされている場合、あるフィールド（所定の第２のフィール
ド）には、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定する情
報がセットされる。
【０１８８】
　すなわち、移動局装置１０２は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＲＢ割り当てフィ
ールド、ＭＣＳフィールド、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドが、ある特定の値以外に
セットされているのか、ある特定の値にセットされているのか、に応じて、あるフィール
ドにセットされる情報の解釈を変更する。すなわち、移動局装置１０２は、あるフィール
ドにセットされる情報の解釈を、初期送信か再送信かを示す情報なのか、または、チャネ
ル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指定する情報なのか、に変更することができる。
【０１８９】
　第５の実施形態に係る無線通信システムは、図１に示した無線通信システムと同様の構
成で実現できる。図１４は、第５の実施形態に係るＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０の構成例を示
している。
【０１９０】
　図１４に示すように、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０は、上りリンクのスケジューリング情報
などの上りリンク関連情報を含み、Ｆｏｒｍａｔ０を、別の下りリンク制御情報フォーマ
ットであるＦｏｒｍａｔ１Ａと識別するためのフラグ（Flag for Format0/Format1A）、
ホッピングフラグ（Hopping flag）、ＲＢ割り当て情報（Resource Block assignment）
などの上りリンクのスケジューリングを示すビットフィールド、変調方式や符号化率、再
送用のパラメータなどを示すＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme） ａｎｄ ＲＶ（Re
dundancy Version）のビットフィールド、初期送信か再送信かを示すＮｅｗ Ｄａｔａ Ｉ
ｎｄｉｃａｔｏｒのビットフィールド、チャネル状態情報（チャネル品質識別子）の報告
要否を示すＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔのビットフィールド、上りリンクの送信電力を示すＴ
ＰＣ（Transmission Power Control） ｃｏｍｍａｎｄビットフィールド、上りリンク参
照信号のリソースを示すＣｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｆｏｒ ＵＬ ＲＳなどのビットフィー
ルドが含まれる（によって構成される）。
【０１９１】
　例えば、基地局装置１０１は、上りリンクのスケジューリング情報によってチャネル状
態情報などの制御情報のみの送信を移動局装置１０２に対して指示する際に、あるフィー
ルドを、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを示す情報としてセットする。例え
ば、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＲＢ割り当て情報に対する
フィールドを所定のＲＢ数以下の割り当てとし（例えば、RB割り当てフィールドを４RB以
下にセットし）、ＭＣＳ ａｎｄ ＲＶに対するフィールドを所定の値とし（例えば、MCS 
and RVフィールドを２９にセットし）、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドを“１”にセ
ットすることによって、制御情報のみの送信を、移動局装置１０２に対して指示する。
【０１９２】
　この際、さらに、基地局装置１０１は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるＮｅｗ Ｄａ
ｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのフィールドに、移動局装置１０２がどのＤＬＣＣに対するチ
ャネル状態情報を生成するのかを指示する情報をセットして、移動局装置１０２へ通知す
る。すなわち、この際には、Ｎｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒフィールドは、移動局
装置１０２がどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示するフィール
ドに、フィールドの解釈が変更される。
【０１９３】
　ここで、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０に含まれるどのフィールドが、どの値にセットされて
いた場合に、どのフィールドの解釈を変更するのかは、仕様等によって事前に規定され、
基地局装置１０１と移動局装置１０２の間で事前に共有しておく。
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【０１９４】
　移動局装置１０２は、自装置宛のＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０を検出し、あるフィールドの
解釈を決定するために、事前に規定されたフィールドを確認する。例えば、移動局装置１
０２は、あるフィールドを、Ｎｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのフィールドとして解
釈するのか、どのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示するフィール
ドとして解釈するのか、を決定するために、まず、ＲＢ割り当て情報に対するフィールド
、ＭＣＳ ａｎｄ ＲＶに対するフィールド、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドを確認す
る。
【０１９５】
　移動局装置１０２は、事前に規定されたフィールドを確認し、基地局装置１０１によっ
て指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を送信する必要がある場合、ＤＣＩ Ｆ
ｏｒｍａｔ０に含まれる上りリンクの割り当てに関する情報（ホッピングフラグ、RB割り
当て情報（例えば、PUSCHに対するRB割り当て情報）、CIFが含まれている場合にはCIF）
を参照して、いずれかのＵＬＣＣにおいてＰＵＳＣＨを送信する。
【０１９６】
　この際、移動局装置１０２は、基地局装置１０１から制御情報のみの送信が指示されて
いる場合、ＰＵＳＣＨに制御情報のみを配置して送信する。例えば、移動局装置１０２は
、基地局装置１０１によって指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成し、生
成したチャネル状態情報のみをＰＵＳＣＨに配置して送信する。また、例えば、移動局装
置１０２は、基地局装置１０１によって指示されたＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成し、生成したチャネル状態情報を報告する際に、下りリンクデータに対するＡＣＫま
たはＮＡＣＫを示す情報（ACK/NACK信号、肯定応答または否定応答）を送信する必要があ
る場合には、チャネル状態情報とＡＣＫまたはＮＡＣＫを示す情報をＰＵＳＣＨに配置し
て、基地局装置１０１へ送信する。
【０１９７】
　ここで、基地局装置１０１は、移動局装置１０２がどのＤＬＣＣに対するチャネル状態
情報を生成するのかを指示する情報を、あるフィールドに直接的にセットしても良い。ま
た、基地局装置１０１は、移動局装置１０２がどのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成するのかを指示する情報を、あるフィールドに間接的にセットしても良い。
【０１９８】
　例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２は、あるフィールドにセットされた値が
１ならば、ＤＬＣＣ-０に対するチャネル状態情報を生成し、また、あるフィールドにセ
ットされた値が０ならば、ＤＬＣＣ-１およびＤＬＣＣ-２に対するチャネル状態情報を生
成することを、事前に共有することができる。また、例えば、基地局装置１０１と移動局
装置１０２は、あるフィールドにセットされた値が０ならば、全てのＤＬＣＣに対するチ
ャネル状態情報（DLCC-0およびDLCC-1およびDLCC-2に対するチャネル状態情報）を生成す
ることを、事前に共有することができる。すなわち、あるフィールドにセットされる値と
、移動局装置１０２がチャネル状態情報を生成するＤＬＣＣの対応は、事前に規定するこ
とができる。
【０１９９】
　すなわち、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってあるフィールドに事前に規
定された値がセットされた場合、複数のＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を報告するこ
ともできる。例えば、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってあるフィールドに
０がセットされた場合、基地局装置１０１によってアクティベート（Activate、活性化と
も呼称される）されているＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャ
ネル状態情報を報告しても良い。
【０２００】
　例えば、上述したように、基地局装置１０１が、ＲＢ割り当て情報に対するフィールド
、ＭＣＳ ａｎｄ ＲＶに対するフィールド、ＣＱＩ ｒｅｑｕｅｓｔフィールドをある特
定の値にセットすることによって、Ｎｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒフィールドの解
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釈を、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指示するフィールドに変更するよう
に規定されている場合、さらに、基地局装置１０１は、チャネル状態情報を生成するため
のＤＬＣＣを指示するフィールド（New Data Indicatorフィールド、とも言える）の値を
１にセットすることによって、移動局装置１０２に対してアクティベートされているＤＬ
ＣＣに対するチャネル状態情報を生成することを指示することができる。
【０２０１】
　ここで、基地局装置１０１は、移動局装置１０２に対してＤＬＣＣをアクティベート（
Activate）および／またはデアクティベート（Deactivate）することができる。例えば、
基地局装置１０１は、移動局装置１０２に対して下りリンク信号（例えば、PDCCHおよび
／またはPDSCH）を送信するＤＬＣＣをアクティベートする。一方、基地局装置１０１は
、移動局装置１０２に対して下りリンク信号（例えば、PDCCHおよび／またはPDSCH）を送
信しないＤＬＣＣをデアクティベートする。移動局装置１０２は、アクティベートされた
ＤＬＣＣにおいて、下りリンク信号の検出を試みる。一方、移動局装置１０２は、デアク
ティベートされたＤＬＣＣにおいて、下りリンク信号の検出を試みない。
【０２０２】
　すなわち、移動局装置１０２は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０を検出し、ある特定のフィー
ルドがある特定の値にセットされている場合には、アクティベートされている（複数の）
ＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成して、生成したチャネル状態情報を報告する。
ここで、移動局装置１０２は、ＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０を検出し、ある特定のフィールド
がある特定の値にセットされている場合には、デアクティベートされている（複数の）Ｄ
ＬＣＣに対するチャネル状態情報を、ある特定のコードとして報告する（例えば、チャネ
ル状態情報を００００にセットして報告する）ことで、ＤＬＣＣがデアクティベートされ
ていることを示す情報を送信しても良い（DLCCがデアクティベートされていることを確認
するための情報として送信しても良い）。
【０２０３】
　ここで、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってデアクティベートされている
ＤＬＣＣに対するチャネル状態情報の生成を指示された場合、その指示を無視しても良い
。例えば、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によっ
て、デアクティベートされているＤＬＣＣに対するチャネル状態情報の生成を指示された
場合、その指示を無視しても良い。
【０２０４】
　また、移動局装置１０２は、基地局装置１０１によってデアクティベートされているＤ
ＬＣＣに対するチャネル状態情報の生成を指示された場合、そのＤＬＣＣをアクティベー
トしてチャネル状態情報を生成し、生成したチャネル状態情報を報告しても良い。例えば
、移動局装置１０２は、基地局装置１０１からのＤＣＩ Ｆｏｒｍａｔ０によって、デア
クティベートされているＤＬＣＣに対するチャネル状態情報の生成を指示された場合、そ
のＤＬＣＣをアクティベートしてチャネル状態情報を生成し、生成したチャネル状態情報
を報告しても良い。
【０２０５】
　ここで、上述した説明では、基地局装置１０１と移動局装置１０２が、Ｎｅｗ Ｄａｔ
ａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒフィールドを再利用する（New Data Indicatorフィールドの解釈
を、チャネル状態情報を生成するためのDLCCを示す情報フィールドに変更する）方法につ
いて説明したが、この方法は、これに限られるものではない。
【０２０６】
　例えば、基地局装置１０１と移動局装置１０２は、ある特定のフィールドがある特定の
値にセットされている場合に、ＴＰＣ ｃｏｍｍａｎｄフィールドやＣｙｃｌｉｃ ｓｈｉ
ｆｔ ｆｏｒ ＵＬ ＲＳフィールドの解釈を、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣ
Ｃを示す情報フィールドに変更しても良い。また、Ｎｅｗ Ｄａｔａ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ
フィールドとＴＰＣ ｃｏｍｍａｎｄフィールドとＣｙｃｌｉｃ ｓｈｉｆｔ ｆｏｒ ＵＬ
 ＲＳフィールドを組み合わせた複数のフィールドを、チャネル状態情報を生成するため
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のＤＬＣＣを示す情報フィールドと解釈しても良い。
【０２０７】
　上記までに示したように、基地局装置１０１が下りリンク制御情報フォーマットに含ま
れるフィールドを（再）利用して、移動局装置１０２に対してどのＤＬＣＣに対するチャ
ネル状態情報を生成するのかを指示することによって、チャネル状態情報の測定（生成）
対象である帯域（例えば、コンポーネントキャリア）が２つ以上に設定可能なシステムに
おいてチャネル状態情報の測定対象を柔軟に指定することができる。
【０２０８】
　また、移動局装置１０２が、基地局装置１０１からの下りリンク制御情報フォーマット
に含まれるフィールドの解釈を変更し、変更したフィールドにセットされた値に従って、
ＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成することによって、基地局装置１０１が、移動
局装置１０２に対してチャネル状態を生成するＤＬＣＣを柔軟に指定することができる。
さらに、基地局装置１０１によって、チャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを明示
的に指示する必要がなく（DLCCを指示するためのビットフィールドを用意する必要がなく
）、移動局装置１０２に対して効率的にチャネル状態情報を生成するためのＤＬＣＣを指
定することができる。
【０２０９】
　さらに、移動局装置１０２が、基地局装置１０１からの下りリンク制御情報フォーマッ
トに含まれるフィールドの解釈を変更し、変更したフィールドにセットされた値に従って
、複数のＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成することによって、基地局装置１０１
が、移動局装置１０２に対してチャネル状態を生成する複数のＤＬＣＣを柔軟に指定する
ことができる。さらに、基地局装置１０１によって、チャネル状態情報を生成するための
複数のＤＬＣＣを明示的に指示する必要がなく（複数のDLCCを指示するためのビットフィ
ールドを用意する必要がなく）、移動局装置１０２に対して効率的にチャネル状態情報を
生成するための複数のＤＬＣＣを指定することができる。
【０２１０】
　なお、上述した各実施形態において、基地局装置１０１は、移動局装置１０２へ送信す
る下りリンク制御情報フォーマットにＣＩＦを含める場合について説明したが、基地局装
置１０１と移動局装置１０２は、セル固有サーチスペース（CSS:Cell-specific SS）には
ＣＩＦを含まない下りリンク制御情報フォーマットが配置されることを、事前に共有する
ことができる。また、基地局装置１０１と移動局装置１０２は、移動局装置固有サーチス
ペース（USS:UE-specific SS）にはＣＩＦを含む下りリンク制御情報フォーマットが配置
されることを、事前に共有することができる。
【０２１１】
　すなわち、基地局装置１０１は、ＣＩＦを含まない下りリンク制御情報フォーマットを
セル固有サーチスペースに配置して、移動局装置１０２へ送信することができる。また、
基地局装置１０１は、ＣＩＦを含む下りリンク制御情報フォーマットを移動局装置固有サ
ーチスペースに配置して、移動局装置１０２へ送信することができる。
【０２１２】
　図１５は、基地局装置１０１が、セル固有サーチスペース、または、移動局装置固有サ
ーチスペースに下りリンク制御情報フォーマットを配置する際に、下りリンク制御情報フ
ォーマットにＣＩＦが含まれるかどうかを示す図である。基地局装置１０１と移動局装置
１０２は、図１５に示すようなサーチスペースと下りリンク制御情報フォーマットに含ま
れるＣＩＦの関係を、事前に共有することができる。
【０２１３】
　図１５に示すように、例えば、基地局装置１０１は、セル固有サーチスペースに配置す
る下りリンク制御情報フォーマットにはＣＩＦを含めず（無）に移動局装置１０２へ送信
する。また、例えば、基地局装置１０１は、移動局装置固有サーチスペースに配置する下
りリンク制御情報フォーマットにはＣＩＦを含めず（無）またはＣＩＦを含めて（有）、
移動局装置１０２へ送信する。このように、基地局装置１０１が、ＣＩＦを含む、または
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、ＣＩＦを含まない下りリンク制御情報フォーマットを、配置するサーチスペースによっ
て制限することによって、ＣＩＦを含む下りリンク制御情報フォーマットをサポートしな
い移動局装置１０２においても、セル固有サーチスペースに配置された下りリンク制御情
報フォーマット（下りリンク制御情報でも良い）をデコードすることが可能となる。
【０２１４】
　（第６の実施形態）
　本発明の第６の実施形態では、基地局装置１０１のブロック構成、移動局装置１０２の
ブロック構成、および、各ブロックの機能について説明する。
【０２１５】
　図１６は、本実施形態に係る基地局装置１０１のブロック構成の例を示している。基地
局装置１０１は、上位層１６０１、スケジューリング部１６０２、送信部（下りリンク送
信部、基地局側送信部）１６０３、受信部（上りリンク受信部、基地局側受信部）１６０
４、アンテナ部（基地局アンテナ部）１６０５を有する。上位層１６０１は、ＣＣ制御部
１６０６を有する。スケジューリング部１６０２は、上りリンク制御情報制御部１６０７
、上りリンク送信リソース情報制御部１６０８、下りリンク制御チャネル制御部１６０９
を有する。送信部１６０３は、マッピング部（下りリンクマッピング部）１６１０、無線
送信部（下りリンク無線送信部）１６１１を有する。受信部１６０４は、無線受信部（上
りリンク無線受信部）１６１２、デマッピング部（上りリンクデマッピング部）１６１３
、復調部１６１４、復号化部１６１５を有する。
【０２１６】
　上位層１６０１のＣＣ制御部１６０６は、基地局装置１０１がサポートするＤＬＣＣお
よびＵＬＣＣの管理、および、移動局装置１０２との通信に使用されるＤＬＣＣおよびＵ
ＬＣＣの制御を行なう。スケジューリング部１６０２は、上位層１６０１から取得した情
報に基づいて、各移動局装置１０２にチャネル状態情報を報告させるか否か、および、各
移動局装置１０２に割り当てる上りリンクの送信リソースを決定する。また、スケジュー
リング部１６０２は、決定した上りリンクの送信リソースを移動局装置１０２に通知する
ための下りリンク制御情報を生成する。さらに、スケジューリング部１６０２は、移動局
装置１０２から受信した受信信号からデータを取り出すに際に、決定した上りリンクの送
信リソースに基づいて受信信号の分離を制御する。
【０２１７】
　スケジューリング部１６０２内の上りリンク制御情報制御部１６０７は、各移動局装置
１０２にチャネル状態情報を報告させるか否か、および、いずれのＤＬＣＣに対するチャ
ネル状態情報を報告させるかを決定する。上りリンク送信リソース情報制御部１６０８は
、各移動局装置１０２に割り当てる上りリンクの送信リソースを決定し、決定した上りリ
ンクの送信リソースを記憶する。
【０２１８】
　ここで、各移動局装置１０２に割り当てる上りリンクの送信リソースを決定する際に、
上りリンク制御情報制御部１６０７で決定された各移動局装置１０２に対してチャネル状
態情報を報告させるか否か、および、いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を報告
させるかの情報に基づいて、いずれのＵＬＣＣに対する上りリンクの送信リソースを割り
当てるかを決定することによって、上記第３の実施形態で説明したような効果を得ること
ができる。
【０２１９】
　下りリンク制御チャネル制御部１６０９は、移動局装置１０２に通知するための下りリ
ンク制御情報を生成し、生成した下りリンク制御情報がマッピングされる物理下りリンク
制御チャネルを送信するための下りリンクの送信リソースを決定する。
【０２２０】
　ここで、移動局装置１０２に通知するための下りリンク制御情報を生成する際に、上り
リンク制御情報制御部１６０７で決定された各移動局装置１０２に対してチャネル状態情
報を報告させるか否か、および、いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を報告させ
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るかの情報に基づいて、いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を報告させるかを明
示的または暗示的に指定する下りリンク制御情報を生成することによって、上記第１、第
４または第５の実施形態で説明したような効果を得ることができる。
【０２２１】
　また、下りリンク制御情報がマッピングされる物理下りリンク制御チャネルを送信する
ための下りリンクの送信リソースを決定する際に、上りリンク制御情報制御部１６０７で
決定された各移動局装置１０２に対してチャネル状態情報を報告させるか否か、および、
いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を報告させるかの情報に基づいて、いずれの
ＤＬＣＣに対する送信リソースを使用するのかを決定することによって、上記第２または
第４の実施形態で説明したような効果を得ることができる。
【０２２２】
　送信部１６０３は、下りリンクの送信信号を生成して送信する。送信部１６０３内のマ
ッピング部１６１０は、スケジューリング部１６０２で生成された下りリンク制御情報を
、スケジューリング部１６０２で決定された物理下りリンク制御チャネル内の送信リソー
スにマッピングし、下りリンクデータと下りリンク参照信号を所定の送信リソースにマッ
ピングする。無線送信部１６１１は、マッピングした下りリンク制御情報を含むデジタル
信号をアナログ信号に変換し、無線周波数帯にアップコンバートして無線送信信号を生成
し、アンテナ部１６０５を介して送信する。
【０２２３】
　受信部１６０４は、上りリンクの受信信号を受信し、上りリンクのデータを抽出する。
受信部１６０４内の無線受信部１６１２は、アンテナ部１６０５を介して受信した受信信
号をダウンコンバートし、アナログ信号をデジタル信号に変換する。デマッピング部１６
１３は、スケジューリング部１６０２が決定した上りリンクの送信リソースにおける受信
データをデマッピングする。ここで、デマッピング部１６１３は、上りリンク送信リソー
ス情報制御部１６０８が記憶していた上りリンクの送信リソースに配置されている信号か
らチャネル状態情報を抽出する。復調部１６１４は、移動局装置１０２における変調部１
７１４での処理に対応した復調処理を行なう。復号化部１６１５は、移動局装置１０２に
おける符号化部１７１３での処理に対応した誤り訂正復号化処理を行なう。
【０２２４】
　図１７は、本実施形態に係る移動局装置１０２のブロック構成の例を示している。移動
局装置１０２は、上位層１７０１、スケジューリング情報管理部１７０２、受信部（下り
リンク受信部、移動局側受信部）１７０３、送信部（上りリンク送信部、移動局側送信部
）１７０４、アンテナ部（移動局アンテナ部）１７０５を有する。上位層１７０１は、Ｃ
Ｃ管理部１７０６を有する。スケジューリング情報管理部１７０２は、下りリンク制御チ
ャネル管理部１７１０、上りリンク制御情報生成部１７１１、上りリンク送信リソース情
報管理部１７１２を有する。受信部１７０３は、無線受信部（下りリンク無線受信部）１
７０７、デマッピング部（下りリンクデマッピング部）１７０８、参照信号測定部１７０
９を有する。送信部１７０４は、符号化部１７１３、変調部１７１４、マッピング部（上
りリンクマッピング部）１７１５、無線送信部（上りリンク無線送信部）１７１６を有す
る。
【０２２５】
　上位層１７０１内のＣＣ管理部１７０６は、基地局装置１０１がサポートするＤＬＣＣ
およびＵＬＣＣの管理、および、移動局装置１０２との通信に使用されるＤＬＣＣおよび
ＵＬＣＣの管理を行なう。これらの情報は、ＣＣ制御部１６０６により、上位層１７０１
でのシグナリングを介してＣＣ管理部１７０６内で設定される。
【０２２６】
　スケジューリング情報管理部１７０２は、上位層１７０１から取得した情報に基づいて
、基地局装置１０１から通知される下りリンク制御情報の検索（モニタリング）を制御す
るとともに、サーチスペースから取得した受信データを復号する。また、スケジューリン
グ情報管理部１７０２は、復号した受信データから自身宛の下りリンク制御情報を検出し
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た場合は、下りリンク制御情報から自装置に対して割り当てられた上りリンクの送信リソ
ースを抽出し、これを記憶する。さらに、スケジューリング情報管理部１７０２は、チャ
ネル状態情報を報告する際に、いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成（報告
）するかを判断し、必要に応じて、デマッピング部１７０８に対して、チャネル状態情報
を生成（報告）するＤＬＣＣに配置された参照信号を抽出するように指示する。
【０２２７】
　スケジューリング情報管理部１７０２内の下りリンク制御チャネル管理部１７１０は、
物理下りリンク制御チャネルを検索するＤＬＣＣ、および／または、サーチスペースを設
定（算出）する。また、下りリンク制御チャネル管理部１７１０は、設定したＤＬＣＣ、
および／または、サーチスペースにおいて、下りリンク制御情報に付加されたＣＲＣおよ
び／またはＲＮＴＩを使用して、下りリンク制御情報が、自装置宛の下りリンク制御情報
であるか否か、を判断する。さらに、下りリンク制御チャネル管理部１７１０は、下りリ
ンク制御情報フォーマットの種類などを判断し、下りリンク制御情報の用途を判断する。
【０２２８】
　ここで、自装置宛の下りリンク制御情報を検出し、チャネル状態情報の報告が指示され
ている際には、下りリンク制御チャネル管理部１７１０で設定されているＤＬＣＣ、およ
び／または、サーチスペースに基づいて、いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を
生成（報告）するかを判断することによって、上記第２の実施形態で説明したような効果
を得ることができる。
【０２２９】
　また、自装置宛の下りリンク制御情報を検出し、チャネル状態情報の報告が指示されて
いる際には、下りリンク制御情報のビットフィールドで指示されたビット系列に基づいて
、いずれのＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成（報告）するかを判断することによ
って、上記第１、第４または第５の実施形態で説明したような効果を得ることができる。
【０２３０】
　また、自装置宛である下りリンク制御情報を検出し、チャネル状態情報の報告が指示さ
れている際には、下りリンク制御情報のビットフィールドで指示されたＵＬＣＣに対応す
るＤＬＣＣに対するチャネル状態情報を生成（報告）すると判断することによって、上記
第３または第４の実施形態で説明したような効果を得ることができる。
【０２３１】
　上りリンク制御情報生成部１７１１は、自装置宛の下りリンク制御情報によってチャネ
ル状態情報の報告が指示されている際には、参照信号測定部１７０９から出力された測定
結果に基づいて、チャネル状態情報を含む上りリンク制御情報を生成する。
【０２３２】
　上りリンク送信リソース情報管理部１７１２は、下りリンク制御情報が、自装置宛の下
りリンク制御情報である場合、下りリンク制御情報のフォーマットと下りリンク制御情報
に含まれるスケジューリング情報とを用いて、上りリンクの送信リソース（必要に応じて
、ULCC）を抽出し、これを記憶する。ここで、抽出するＵＬＣＣは、明示的に下りリンク
制御情報によって指定されていても良いし、上位層１７０１でのシグナリングなどによっ
て、予め設定されていても良い。
【０２３３】
　受信部１７０３は、下りリンクの受信信号を受信し、下りリンク制御情報と参照信号測
定結果と上りリンク抽出データを抽出する。受信部１７０３内の無線受信部１７０７は、
アンテナ部１７０５を介して受信した受信信号をダウンコンバートし、アナログ信号をデ
ジタル信号に変換する機能を有する。デマッピング部１７０８は、スケジューリング情報
管理部１７０２が設定したＤＬＣＣ、および／または、サーチスペースにおける受信デー
タをデマッピングするとともに、スケジューリング情報管理部１７０２が設定したＤＬＣ
Ｃの参照信号をデマッピングする。また、デマッピング部１７０８は、下りリンク抽出デ
ータを抽出する。参照信号測定部１７０９は、デマッピング部１７０８がデマッピングし
た参照信号を測定する。
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【０２３４】
　送信部１７０４は、上りリンクの送信信号を生成し送信する。送信部１７０４内の符号
化部１７１３は、上りリンクデータに対して誤り訂正符号化処理を施す。変調部１７１４
は、誤り訂正符号化された上りリンクデータをデジタル変調して変調シンボル系列を生成
する。マッピング部１７１５は、スケジューリング情報管理部１７０２で抽出された上り
リンクの送信リソースに、変調シンボル系列および上りリンク制御情報をマッピングする
。無線送信部１７１６は、マッピングした変調シンボルを含むデジタル信号をアナログ信
号に変換し、無線周波数帯にアップコンバートして無線送信信号を生成し、アンテナ部１
７０５を介して送信する。
【０２３５】
　上記までに示したように、基地局装置１０１が、移動局装置１０２に対してどのコンポ
ーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示することによって、チ
ャネル状態情報の生成（測定）対象である帯域（例えば、コンポーネントキャリア）が２
つ以上に設定可能なシステムにおいて、チャネル状態情報の生成（測定）対象および送信
リソースを柔軟に設定することができる。
【０２３６】
　（ａ）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して、基地局装置
と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は、複数の下り
リンクコンポーネントキャリアのうちのいずれの下りリンクコンポーネントキャリアに対
するチャネル状態情報を生成するのかを指示する下りリンク制御情報を前記移動局装置へ
通知し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネン
トキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２３７】
　（ｂ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は
、下りリンク制御情報を複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのいずれかの下
りリンクコンポーネントキャリアに配置し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報
を検出した下りリンクコンポーネントキャリアに従って、下りリンクコンポーネントキャ
リアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２３８】
　（ｃ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は
、下りリンク制御情報を複数のサーチスペースのうちのいずれかのサーチスペースに配置
し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報を検出したサーチスペースに従って、下
りリンクコンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴として
いる。
【０２３９】
　（ｄ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は
、上りリンクの送信リソースを割り当てる下りリンク制御情報を前記移動局装置へ通知し
、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネントキャ
リアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２４０】
　（ｅ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は
、前記移動局装置へ割り当てた上りリンクの送信リソースが配置される上りリンクコンポ
ーネントキャリアを指示する下りリンク制御情報を前記移動局装置へ通知し、前記移動局
装置は、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネントキャリアに対する
チャネル状態情報を生成することを特徴としている。
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【０２４１】
　（ｆ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は
、下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドを所定の値にセットして前記移動局装置
へ通知し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドにセッ
トされた所定の値に従って、所定の第２のフィールドに対する解釈を変更し、下りリンク
コンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２４２】
　（ｇ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムであって、前記基地局装置は
、下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドを所定の値にセットして前記移動局装置
へ通知し、前記移動局装置は、前記下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドにセッ
トされた所定の値に従って、所定の第２のフィールドに対する解釈を変更し、下りリンク
コンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２４３】
　（ｈ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置であって
、複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのいずれの下りリンクコンポーネント
キャリアに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示する下りリンク制御情報を前記
移動局装置へ通知する手段を備えることを特徴としている。
【０２４４】
　（ｉ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのいずれの下りリンクコンポーネント
キャリアに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示する下りリンク制御情報を前記
基地局装置から受信する手段と、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポー
ネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成する手段と、を備えることを特徴として
いる。
【０２４５】
　（ｊ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、下りリンク制御情報を検出した下りリンクコンポーネントキャリアに従って、下りリン
クコンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成する手段を備えることを特徴
としている。
【０２４６】
　（ｋ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、下りリンク制御情報を検出したサーチスペースに従って、下りリンクコンポーネントキ
ャリアに対するチャネル状態情報を生成する手段を備えることを特徴としている。
【０２４７】
　（ｌ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、上りリンクの送信リソースを割り当てる下りリンク制御情報を前記基地局装置から受信
する手段と、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネントキャリアに対
するチャネル状態情報を生成する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２４８】
　（ｍ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、前記基地局装置によって割り当てられた上りリンクの送信リソースが配置される上りリ
ンクコンポーネントキャリアを指示する下りリンク制御情報を前記基地局装置から受信す
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る手段と、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネントキャリアに対す
るチャネル状態情報を生成する手段と、を備えることを特徴としている。
【０２４９】
　（ｎ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、所定の第１のフィールドが所定の値にセットされた下りリンク制御情報を前記基地局装
置から受信する手段と、前記下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドにセットされ
た所定の値に従って、所定の第２のフィールドに対する解釈を変更し、下りリンクコンポ
ーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成する手段と、を備えることを特徴とし
ている。
【０２５０】
　（ｏ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって
、所定の第１のフィールドが所定の値にセットされた下りリンク制御情報を前記基地局装
置から受信する手段と、前記下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドにセットされ
た所定の値に従って、所定の第２のフィールドに対する解釈を変更し、複数の下りリンク
コンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成する手段と、を備えることを特
徴としている。
【０２５１】
　（ｐ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置の通信方
法であって、複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのいずれの下りリンクコン
ポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示する下りリンク制御
情報を前記移動局装置へ通知することを特徴としている。
【０２５２】
　（ｑ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのいずれの下りリンクコン
ポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成するのかを指示する下りリンク制御
情報を前記基地局装置から受信し、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポ
ーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２５３】
　（ｒ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、下りリンク制御情報を検出した下りリンクコンポーネントキャリアに従って
、下りリンクコンポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴と
している。
【０２５４】
　（ｓ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、下りリンク制御情報を検出したサーチスペースに従って、下りリンクコンポ
ーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２５５】
　（ｔ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、上りリンクの送信リソースを割り当てる下りリンク制御情報を前記基地局装
置から受信し、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネントキャリアに
対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２５６】
　（ｕ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
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、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、前記基地局装置によって割り当てられた上りリンクの送信リソースが配置さ
れる上りリンクコンポーネントキャリアを指示する下りリンク制御情報を前記基地局装置
から受信し、前記下りリンク制御情報に従って、下りリンクコンポーネントキャリアに対
するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２５７】
　（ｖ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、所定の第１のフィールドが所定の値にセットされた下りリンク制御情報を前
記基地局装置から受信し、前記下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドにセットさ
れた所定の値に従って、所定の第２のフィールドに対する解釈を変更し、下りリンクコン
ポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２５８】
　（ｗ）また、基地局装置によって設定された複数のコンポーネントキャリアを使用して
、基地局装置と移動局装置が通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置の通信方
法であって、所定の第１のフィールドが所定の値にセットされた下りリンク制御情報を前
記基地局装置から受信し、前記下りリンク制御情報の所定の第１のフィールドにセットさ
れた所定の値に従って、所定の第２のフィールドに対する解釈を変更し、下りリンクコン
ポーネントキャリアに対するチャネル状態情報を生成することを特徴としている。
【０２５９】
　本発明に関わる移動局装置１０２および基地局装置１０１で動作するプログラムは、本
発明に関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コ
ンピュータを機能させるプログラム）でも良い。そして、これらの装置で取り扱われる情
報は、その処理時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され
、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれても良い。プログラ
ムを格納する記録媒体としては、半導体媒体（例えば、ROM、不揮発性メモリカード等）
、光記録媒体（例えば、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ
、フレキシブルディスク等）等のいずれであっても良い。また、ロードしたプログラムを
実行することにより、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラム
の指示に基づき、オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等
と共同して処理することにより、本発明の機能が実現されても良い。
【０２６０】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。
【０２６１】
　また、上述した実施形態における移動局装置１０２および基地局装置１０１の一部、ま
たは全部を典型的には集積回路であるＬＳＩとして実現しても良い。移動局装置１０２お
よび基地局装置１０１の各機能ブロックは個別にチップ化しても良いし、一部、または全
部を集積してチップ化しても良い。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、
または汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替す
る集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である
。
【０２６２】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる
。本発明は、無線基地局装置や無線移動局装置１０２や無線通信システムや無線通信方法
に用いて好適である。
【符号の説明】
【０２６３】
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１０１　基地局装置
１０２　移動局装置
１０３　下りリンク制御情報
１０４　上りリンク送信信号
１６０１　上位層
１６０２　スケジューリング部
１６０３　送信部
１６０４　受信部
１６０５　アンテナ部
１６０６　ＣＣ制御部
１６０７　上りリンク制御情報制御部
１６０８　上りリンク送信リソース情報制御部
１６０９　下りリンク制御チャネル制御部
１６１０　マッピング部
１６１１　無線送信部
１６１２　無線受信部
１６１３　デマッピング部
１６１４　復調部
１６１５　復号化部
１７０１　上位層
１７０２　スケジューリング情報管理部
１７０３　受信部
１７０４　送信部
１７０５　アンテナ部
１７０６　ＣＣ管理部
１７０７　無線受信部
１７０８　デマッピング部
１７０９　参照信号測定部
１７１０　下りリンク制御チャネル管理部
１７１１　上りリンク制御情報生成部
１７１２　上りリンク送信リソース情報管理部
１７１３　符号化部
１７１４　変調部
１７１５　マッピング部
１７１６　無線送信部
２００１　基地局装置
２００２　移動局装置
２００３　下りリンク制御情報
２００４　上りリンク送信信号
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